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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
相
を

表
す
漢
字
の
第
一
位
に
「
新
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。２
位
の「
薬
」４
位
の「
病
」

を
除
く
と
、「
政
・
改
・
変
・
民
・
鳩
・

代
・
交
」
と
今
回
の
政
権
交
代
に
関
連

し
た
も
の
が
続
き
ま
し
た
し
、
漢
字
以

外
で
も
流
行
語
大
賞
で
は
、ず
ば
り「
政

権
交
代
」
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
経
済
が

最
悪
の
状
況
に
あ
る
こ
と
を
忘
憂
さ
せ

る
、
正
に
「
政
権

交
代
」
一
色
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

県
内
経
済
に
目

を
転
じ
ま
す
と
、

エ
コ
カ
ー
減
税
や

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
な

ど
の
政
策
効
果
か

ら
、
個
人
消
費
の

一
部
に
持
ち
直
し

の
動
き
が
み
ら
れ

る
な
ど
、
緩
や
か

に
回
復
し
て
い
る

も
の
の
、
春
先
ま

で
の
景
気
の
落
ち

込
み
が
大
き
く
、

実
質
経
済
成
長
率
は
前
年
比
▲
２
・
９

％
と
２
年
連
続
で
前
年
を
下
回
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

雇
用
情
勢
も
、
有
効
求
人
倍
率
は
２０

年
度
は
０
・
７５
倍
で
し
た
が
、
２１
年
度

に
入
っ
て
か
ら
は
、
４
月
以
降
０
・
３

倍
台
と
前
年
比
の
半
分
以
下
の
水
準
に

低
迷
す
る
な
ど
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況

が
続
き
ま
し
た
。

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
は
、
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得
し
た

松
井
選
手
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
活
躍
や
９
年

連
続
２
０
０
安
打
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
、

そ
し
て
地
元
埼
玉
の
石
川
遼
選
手
の
大

活
躍
な
ど
は
私
た
ち
に
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
県
内
景
気
に
つ
い
て

で
す
が
、
平
成
２２
年
度
の
実
質
経
済
成

長
率
は
、
子
ど
も
手
当
な
ど
の
経
済
対

策
効
果
な
ど
か
ら
３
年
振
り
に
プ
ラ
ス

成
長
を
回
復
し
、
前
年
比
＋
１
・
０
％

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
個

人
や
企
業
の
厳
し
い
景
況
感
は
解
消
さ

れ
ず
、
一
時
的
に
踊
り
場
を
迎
え
る
局

面
も
想
定
さ
れ
、
自
律
的
な
回
復
軌
道

へ
の
復
帰
に
は
な
お
時
間
が
必
要
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
今
年
の
課
題
と
会
運
営
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
危
機
的
な
経

済
状
況
の
中
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
現
状
を
的
確

に
直
視
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
「
新
た
な
成

長
戦
略
」
に
向
か
い
、
政
労
使
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

資
源
の
な
い
我
が
国
で
は
、
豊
か
さ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
企
業
社
会
が

利
益
を
生
み
出
す
よ
り
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
成
長
は
外
需
に
依
存

し
て
き
た
も
の
で
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
更
に
進
む
中
、
内
需
だ
け
で
こ
の
不

況
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
大
変
厳
し
い

と
思
い
ま
す
。
わ
が
国
そ
し
て
私
た
ち

の
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」
は
避
け
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、
新
た

な
成
長
が
期
待
さ
れ
る
中
国
・
イ
ン
ド

を
中
心
と
し
た
新
興
国
の
内
需
を
取
り

込
ん
で
い
く
、
つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
と
一

体
と
な
っ
た
政
策
運
営
が
肝
要
と
な
り

ま
す
。
更
に
、
企
業
の
競
争
力
を
高
め

る
た
め
に
も
、
企
業
社
会
が
や
り
や
す

い
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
う
い
っ
た
成
長
戦
略
に
つ
き
ま

し
て
は
、
年
末
に
日
本
経
団
連
で
も
提

言
書
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
会
は
、
従
前
か
ら
政
治
に
は
一
定

の
距
離
を
置
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

基
本
姿
勢
は
変
え
ま
せ
ん
が
、
政
権
交

代
に
よ
り
政
治
主
導
で
政
策
が
立
案
・

調
整
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
は
、
会
員

の
代
弁
者
と
し
て
、
今
後
は
関
係
各
方

面
と
の
政
策
対
話
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

会
員
企
業
に
お
い
て
は
安
定
的
な
労

使
関
係
を
深
化
し
、
雇
用
の
維
持
、
多

様
な
労
働
力
の
活
用
と
質
の
向
上
、
余

裕
の
あ
る
企
業
・
業
種
に
あ
っ
て
は
雇

用
の
拡
大
に
最
大
限
努
力
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
お
願
い
し
た
い
。

加
え
て
、
競
争
力
強
化
に
資
す
る
基

礎
研
究
や
革
新
的
な
技
術
開
発
へ
の
投

資
、
生
き
残
り
を
か
け
た
生
産
性
向
上
、

新
た
な
技
術
・
価
値
を
見
出
す
人
材
育

成
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
攻
め
の

経
営
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
に
産
業
構
造
の
変
革
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
中
、
成
長
分
野
を
展
望
し
た
研

究
開
発
や
海
外
へ
の
展
開
の
検
討
も
避

け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

本
会
は
、
基
本
と
な
る
人
事
労
務
関

連
事
業
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
成
長
戦

略
に
対
応
し
た
企
画
に
も
新
た
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
今
、「
第
三

の
開
国
」
と
い
わ
れ
る
重
大
な
局
面
、

正
に
、
国
家
・
社
会
・
企
業
と
い
っ
た

組
織
体
を
後
世
に
ど
う
引
き
継
ぐ
か
と

い
う
大
事
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
明

治
維
新
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
と

い
う
過
去
二
度
の
開
国
は
、
先
人
た
ち

が
信
念
と
汗
を
持
っ
て
切
り
開
い
て
き

ま
し
た
。

昨
年
の
漢
字
「
新
」
に
は
、
単
に
政

権
交
代
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
時
代

へ
の
期
待
な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。「
新
」
と
言
え
ば
「
日
々

是
新
な
れ
ば
、
す
な
わ
ち
日
々
是
好

日
」
と
い
う
松
下
幸
之
助
の
こ
と
ば
を

思
い
起
こ
し
ま
す
。「
素
直
で
謙
虚
で
、

し
か
も
創
意
に
富
む
人
は
、
毎
日
が
明

る
く
、
毎
日
が
元
気
」
と
説
い
た
こ
と

ば
で
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
、
歴
史
の
礎
を
築
く
と

い
う
「
不
屈
の
志
」
を
も
っ
て
、「
新

し
い
日
本
、
新
し
い
成
長
戦
略
、
新
し

い
企
業
経
営
」、
そ
し
て
「
活
力
と
安

心
の
両
立
」
に
向
か
い
、
お
互
い
に
力

を
合
わ
せ
、
今
年
一
年
元
気
に
新
た
な

日
々
を
創
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報
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一
二
月
九
日
�
一
四
時
か
ら
正
副
会

長
会
議
を
、
引
き
続
い
て
理
事
会
を
開

催
し
、
そ
の
後
、
理
事
懇
親
会
を
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
利
根
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
理
事
会
に
諮
る
議

事
案
件
を
事
務
局
よ
り
説
明
、
そ
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
ご
協
議
を
頂
き
、
貴

重
な
ご
意
見
、ご
提
案
な
ど
を
頂
戴
し
た
。

理
事
会
で
は
冒
頭
に
利
根
会
長
が
挨

拶
「
ベ
ー
ス
と
な
る
人
事
・
労
務
関
係

事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
諸
機
関
へ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
の
活
動

も
順
調
に
推
移
し
、
私
ど
も
へ
の
期
待

が
更
に
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
理
事
各
位
の
お
力
添
え
の
お
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
新
会

員
企
業
の
ご
紹
介
を
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
。
節
目
を
迎
え
た
一
〇
月
の
三
〇

次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
会
報
一
〇
・
一

一
月
号
参
照
）
に
は
、
職
場
リ
ー
ダ
ー

を
主
対
象
に
、
次
代
を
担
う
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
総
勢
五
〇
名
が
参

加
、
私
も
名
誉
団
長
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
さ
て
、
気
に
な
り
ま
す
景
気
で

す
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
下
方
修
正
に
も
あ
る

よ
う
に
、
回
復
過
程
と
は
い
う
も
の
の

不
透
明
で
あ
り
、
生
産
等
の
企
業
活
動

の
水
準
は
、
依
然
不
況
前
の
七
〜
八
割

に
と
ど
ま
り
、
政
府
の
デ
フ
レ
宣
言
の

と
お
り
、
デ
フ
レ
・
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら

景
気
の
二
番
底
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
世
界
同
時
不
況
も
歴
史
的
事
実
か

ら
み
て
も
依
然
予
断
を
許
さ
な
い
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
日
本
の
課
題
は
、
や
が

て
世
界
共
通
の
課
題
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
の
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
姿
勢

か
ら
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
ま

で
含
め
た
世
界
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

に
な
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
況
と
い
わ
れ
て
も
、
よ
り
安

価
に
よ
り
良
い
ヒ
ト
と
モ
ノ
を
、
そ
し

て
土
地
を
利
用
す
る
好
機
を
生
む
と
い

う
、
新
し
い
産
業
・
事
業
も
生
ま
れ
や

す
い
の
で
す
。
今
、
企
業
経
営
者
に
求

め
ら
れ
る
の
は
こ
う
し
た
不
況
の
好
機

を
生
か
す
た
め
の
独
創
性
と
勇
気
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
」。

議
事
は
利
根
会
長
が
議
長
と
な
っ
て

進
行
。
ま
ず
、
議
事
録
署
名
人
に
常
任

理
事
の
東
京
ガ
ス
�
埼
玉
支
店
高
嶋
英

一
支
店
長
、
理
事
の
伊
田
テ
ク
ノ
ス
�

伊
田
登
喜
三
郎
代
表
取
締
役
社
長
を
選

任
。
第
一
号
議
案
・
平
成
二
一
年
度
主

要
事
業
報
告
、
第
二
号
議
案
・
平
成
二

一
年
度
今
後
の
主
要
事
業
予
定（
二
七
・

二
八
頁
参
照
）、
第
三
号
議
案
・
理
事

の
辞
任
並
び
に
選
任
（
次
頁
参
照
）、

第
四
号
議
案
・
新
会
員
の
承
認
（
二
八

頁
及
び
既
報
の
会
報
参
照
）
に
つ
い
て

審
議
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
三
国
専
務
理
事
か
ら
事
務
局
報

告
が
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法

正正
副副
会会
長長
会会
議議
、、
理理
事事
会会
開開
くく

不
況
の
好
機
を
独
創
性
と
勇
気
で

理
事
会
で
挨
拶
す
る
利
根
会
長

懇
親
会
開
会
・
森
谷
副
会
長

正
副
会
長
会
議

理
事
会

理
事
会
講
演
潮
田
道
夫
氏

理
事
懇
親
会

懇
親
会
閉
会
・
菊
池
副
会
長

― ２ ―
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人
国
際
協
力
機
構
）
か
ら
海
外
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
現
職
参
加
制
度
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

休
憩
の
あ
と
は
「
二
〇
一
〇
年
の
政

治
経
済
見
通
し
」
と
題
し
、
毎
日
新
聞

社
前
論
説
委
員
長
潮
田
道
夫
氏
か
ら
講

演
を
頂
い
た
。
主
要
点
は
「
日
本
の
経

済
指
標
は
世
界
の
中
で
も
際
立
っ
て
悪

い
、
原
因
と
し
て
主
要
な
二
説
が
あ
る
。

�
Ａ
Ｂ
Ｃ
説
、
高
齢
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ッ
シ
ン
グ
、
チ
ャ
イ
ナ
フ
ァ
ク
タ
ー
、

�
３
Ｄ
説
、
デ
フ
レ
、
希
釈
化
、
民
主

党
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
理
由
が
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
の
論
調
も
批
判
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
来
年
の
参
議
院
選

挙
ま
で
は
大
き
な
動
き
は
な
い
だ
ろ
う

と
の
見
方
が
多
い
。
環
境
問
題
も
大
き

く
▲
２５
％
で
は
統
制
経
済
な
ど
厳
し
い

施
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
相
当
な
負

担
が
か
か
る
だ
ろ
う
（
▲
８
％
が
ギ
リ

ギ
リ
か
）。
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
政
権
の

具
体
的
方
向
が
ま
だ
見
え
に
く
く
、
ま

だ
見
通
し
が
不
鮮
明
だ
が
、
企
業
戦
略

に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、

現
在
は
明
る
い
見
通
し
の
材
料
は
あ
ま

り
な
い
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
」（
理

事
会
終
了
と
講
演
お
礼
挨
拶
・
本
多
康

夫
副
会
長
�
フ
ジ
ノ
ン
�
元
会
長
）。

そ
の
後
、
理
事
懇
親
会
を
同
ホ
テ
ル

内
で
開
催
（
開
会
・
森
谷
文
昭
副
会
長

�
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�
名
誉
顧
問
、

閉
会
・
菊
池
勇
副
会
長
�
ポ
ー
ラ
イ
ト

�
代
表
取
締
役
会
長
）、
し
ば
し
な
ご

や
か
に
懇
談
の
の
ち
散
会
し
た
。

目

次

頁

�
新
春
所
感

会
長

利
根
忠
博

１

�
正
副
会
長
会
議
、
理
事
会
開
催

２
〜
３

�
上
期
地
区
協
議
会

北
・
中
・
西
・
南

４
〜
６

�
青
年
部
会
全
国
大
会

７

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
東
京

電
力
�
執
行
役
員
埼
玉
支
店
長

片
岡
和
久
氏

８
〜
９

�
新
年
紙
上
名
刺
交
換
会

１０
〜
１２

�
あ
っ
た
か
子
育
て
企
業
賞
、
社
会
貢
献

活
動
実
践
企
業
表
彰

１３

�
連
載
５１
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な

話
題

中
・
南
・
西
・
北

１４
〜
１５

�
連
載
５７
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会

い
の
広
場

１６

�
連
載
第
３７
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ

よ
う
こ
そ

１７

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
５１
回

１８

�
連
載
第
９２
回
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則

の
見
直
し
改
訂
「
労
働
契
約
法
の
企
業

実
務
上
の
対
応
（
そ
の
６
）」、
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
労
働
法

安
西

�

弁
護
士

１９
〜
２１

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

２２

�
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
短
大
・
高
専
卒
業
者
の
就
職

２３

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど

２４
〜
２６

�
日
本
機
械
学
会
Ｏ
Ｂ
と
経
営
者
と
の
交

流
会

２６

�
事
業
だ
よ
り
、
本
会
１
〜
３
月
度
の
事

業
予
定
、
連
載
１７３
回
「
こ
ん
な
時
に
こ

ん
な
事
を
！
」

２７

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

２８

理事の辞任・選任について
１．辞任（敬称略・順不同） （平成２１年１２月９日 理事会）

役員名 辞 任 会 社 名 役 職 名 事 由

常任理事 住田 正利 �住田光学ガラス 代表取締役 逝 去

理 事 猪谷 哲也 イーグル工業�埼玉事業場 常務取締役埼玉事業場長 人事異動

理 事 �橋 憲二 �コーセー狭山事業所 執行役員生産部長 人事異動

理 事 壽原 三郎 �埼玉県年金福祉協会 理事長 逝 去

理 事 松川 輝義 埼玉ダイハツ販売� 取締役社長 会社事由

理 事 新井 政昭 日本電波工業�狭山事業所 常務取締役狭山事業所長 人事異動

理 事 篠田 克美 日本フエルト�埼玉工場 埼玉工場長 人事異動

理 事 横山 裕司 東日本旅客�道�大宮支社 支社長 人事事由

理 事 西村 裕夫 ブリヂストンサイクル� 常務執行役員 会社事由

理 事 吉田 隆志 前澤工業�埼玉製造所 常務取締役所長 人事異動

理 事 滝沢 三規 マミヤ・オーピー� 代表取締役社長 会社事由

理 事 樋口 博文 八木アンテナ�大宮工場 取締役大宮工場長 人事異動

２．選任（敬称略・順不同）
役員名 選 任 会 社 名 役 職 名 事 由

常任理事 住田 利明 �住田光学ガラス 代表取締役 人事異動

理 事 平原 雅翁 イーグル工業�埼玉事業場 埼玉事業場長 人事異動

理 事 林 忠信 �コーセー狭山事業所 生産部部長 人事異動

理 事 新堀 聰 �埼玉県年金福祉協会 理事長 人事異動

理 事 岡崎 正喜 日本電波工業�狭山事業所 取締役副社長狭山事業所長 人事異動

理 事 野村 眞理 日本フエルト�埼玉工場 埼玉工場長 人事異動

理 事 田邊 昭治 東日本旅客�道�大宮支社 支社長 人事異動

理 事 須永 敏雄 前澤工業�埼玉製造所 執行役員所長 人事異動

理 事 新田 信行 八木アンテナ�大宮工場 管理本部長 人事異動

― ３ ―
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北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
顧
問
）
が
十
一
月
十
二
日

�
、
羽
生
市
の
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
�
に

て
「
技
能
の
伝
承
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
約
四
十
名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
根
本
議
長
は
、「
日

本
の
経
済
状
況
は
ま
だ
ら
模
様
な
が
ら

回
復
基
調
に
は
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環

境
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
の
製
造
業
の
ス
タ
ン
ス
は
、

技
術
力
を
活
か
す
取
り
組
み
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
も
技
能
の
伝
承
は
大
切
で

本
日
の
好
機
を
各
企
業
で
参
考
に
し
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
本
会

三
国
雅
裕
専
務
理
事
よ
り
事
務
局
報
告

と
し
て
、
協
会
の
各
種
事
業
の
紹
介
・

参
加
依
頼
と
と
も
に
、
中
小
企
業
向
け

の
緊
急
借
換
資
金
創
設
と
雇
用
調
整
助

成
金
制
度
緩
和
へ
の
動
き
な
ど
を
紹
介

し
た
。

引
き
続
き
、
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
�
の

佐
藤
光
夫
専
務
執
行
役
員
か
ら
、「
本

日
の
会
で
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
�
人
�
の
部
分
を
お
互
い
に
情
報
交

換
し
た
い
」
と
歓
迎
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

福
島
雄
二
総
務
部
部
長
か
ら
会
社
概
要

説
明
を
い
た
だ
い
た
。

曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
�
（
信
元
久
隆
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
一
九
二
九
年
の

創
業
以
来
、
ブ
レ
ー
キ
専
業
メ
ー
カ
ー

と
し
て
八
十
年
の
歴
史
を
持
ち
、
資
本

金
一
三
五
億
円
、
年
間
売
上
高
一
五
九

六
億
円
（
二
〇
〇
八
年
度
連
結
）、
従

業
員
数
六
四
〇
五
名
（
二
〇
〇
九
年
三

月
末
現
在
連
結
）
で
、
二
〇
〇
一
年
、

開
発
の
主
要
拠
点
で
あ
っ
た
羽
生
地
区

に
各
地
に
分
散
配
置
し
て
い
た
諸
機
能

を
集
約
し
、
業
務
統
合
と
仕
事
の
進
め

方
の
抜
本
的
変
革
、
Ｉ
Ｔ
を
最
大
活
用

し
た
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
最
大
限
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、A

i-City

（
本
社
）

を
設
立
し
た
。

概
要
説
明
後
は
、
参
加
者
が
二
班
に

分
か
れ
、「
本
社
ビ
ル
」、「
モ
ノ
づ
く

り
道
場
」、「
ブ
レ
ー
キ
博
物
館
」の
順
に

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
新
本
社
社

屋（A
CW
:A
kebono

Crystal
W
ing

）

は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
中
枢
拠
点
と
し
て
、

「
人
財
尊
重
」、「
変
化
へ
の
柔
軟
な
対

応
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
間
接
部
門
を

一
フ
ロ
ア
に
集
約
し
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ

ス
化
を
図
る
な
ど
、
業
務
効
率
の
向
上

を
狙
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ノ
づ

く
り
道
場
は
、
生
産
現
場
の
時
代
を
担

う
人
財
を
育
成
し
、
モ
ノ
づ
く
り
の
原

理
・
原
則
を
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
短

期
間
で
、
学
び
実
践
体
感
で
き
る
場
と

し
て
、
保
全
、
安
全
・
環
境
、
摩
擦
材
、

加
工
な
ど
の
各
道
場
が
あ
り
、
海
外
を

含
め
た
グ
ル
ー
プ
企
業
や
新
入
社
員
な

ど
の
人
づ
く
り
の
研
修
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
参
加
者
は
〇
六
年
〜
〇
九
年
で

九
六
六
名
の
参
加
者
を
数
え
る
。
ブ
レ

ー
キ
博
物
館
は
、
創
業
七
五
周
年
を
記

念
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
開
設
さ
れ
、

自
動
車
・
産
業
機
械
・
鉄
道
車
両
用
ブ

レ
ー
キ
・
各
種
セ
ン
サ
ー
な
ど
二
四
〇

点
を
超
え
る
展
示
を
し
て
お
り
、
一
般

の
方
に
も
無
料
開
放
し
て
い
る
。

見
学
後
は
、
佐
藤
光
夫
専
務
執
行
役

員
よ
り
「
モ
ノ
づ
く
り
技
能
の
伝
承
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
モ

ノ
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
、
曙
ブ
レ
ー

キ
工
業
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。
佐
藤
専
務
執
行
役

員
は
、「
モ
ノ
造
り
の
会
社
と
し
て
強

い
現
場
を
創
る
こ
と
が
重
要
で
、
維
持

の
上
に
改
善
が
確
実
に
積
み
重
な
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
モ
ノ
づ
く

り
の
基
本
は
人
づ
く
り
。
独
創
性
や
創

意
工
夫
を
持
ち
合
せ
た
人
を
育
て
る
こ

と
が
大
切
」
と
強
調
し
た
。

最
後
に
、
副
議
長
を
お
願
い
し
て
い

る
池
田
繁
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�
専
務
取
締

が
、「
本
日
の
協
議
会
で
技
能
の
伝
承

に
は
場
づ
く
り
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
。
ま
た
、
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
や
情
熱

が
十
分
に
伝
わ
っ
て
き
た
」
と
挨
拶
し

協
議
会
が
閉
会
し
た
。

北部地区
協 議 会

テテ
ーー
ママ
はは
技技
術術
力力
をを
生生

かか
すす
「「
技技
能能
のの
伝伝
承承
」」

根本清司議長 あいさつ曙ブレーキ工業�
佐藤光夫専務執行役員 講演

モ
ノ
づ
く
り
道
場
の
見
学

― ４ ―
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障障
害害
者者
がが
主主
体体
のの
化化
粧粧
品品
生生
産産

西
部
地
区
協
議
会

ア
ド
バ
ン
ス
に
学
ぶ

中
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
片
岡
和

久
東
京
電
力
�
執
行
役
員
埼
玉
支
店

長
）
が
十
一
月
十
八
日
�
、
埼
玉
大
学

で
、
総
勢
四
十
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

た
。会

は
、
片
岡
議
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

事
務
局
報
告
、
上
井
喜
彦
学
長
の
歓
迎

挨
拶
の
後
、
川
橋
副
学
長
か
ら
「
埼
玉

大
学
の
産
学
連
携
の
現
状
―
医
工
連
携

な
ど
の
実
例
を
踏
ま
え
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
ま
ず
、
埼
玉
大
学
の
学
内

研
究
推
進
体
制
、
重
点
研
究
テ
ー
マ
並

び
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
の

概
要
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
埼
玉
大
学
に
お
け
る
産
学
官

連
携
推
進
体
制
、
地
域
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
組
織
概
要
の

説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
地
域
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
具
体
的
な
共
同
研
究
の
概
要
、

産
学
官
連
携
事
業
等
の
現
状
等
に
つ
い

て
発
表
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
多
次
元
流
速
計
測
法
の
適

用
事
例
、
毛
細
管
内
血
流
計
測
等
の
医

工
連
携
適
用
事
例
、骨
組
織
再
生
材
料
・

人
工
関
節
等
の
開
発
事
例
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。

講
演
終
了
後
、
参
加
者
は
三
班
に
分

か
れ
、
以
下
の
先
端
科
学
研
究
を
行
っ

て
い
る
三
研
究
室
を
見
学
し
た
。

�
脳
科
学
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
脳
活

性
化
状
況
の
可
視
化
な
ど
最
近
の
脳

科
学
研
究
の
紹
介
）

�
流
体
研
究
室
（
呼
吸
器
関
連
の
医
工

連
携
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
周
り
の
流
れ

な
ど
の
共
同
研
究
の
紹
介
）

�
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
室

（
ガ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
、
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
研
究
の
紹
介
）

各
参
加
者
か
ら
は
積
極
的
な
質
問
も

出
て
、
予
定
時
間
を
超
過
す
る
な
ど
有

意
義
な
見
学
会
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
埼
玉
支
店
長
よ
り
、
埼
玉
大

学
へ
の
謝
辞
な
ら
び
に
閉
会
挨
拶
が
行

わ
れ
、
中
部
地
区
協
議
会
は
終
了
し
た
。

先
日
の
埼
玉
労
働
局
の
発
表
に
よ
る

と
、
県
内
企
業
の
全
従
業
員
に
占
め
る

身
体
、
知
的
、
精
神
障
害
者
（
障
害
者

雇
用
率
）は
１
・
５４
％
、
昨
年
比
で
０
・

０４
上
昇
し
た
も
の
の
全
国
平
均
の
１
・

６３
を
下
回
り
、
全
国
順
位
も
四
二
位
と

低
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
折
か
ら
西
部
地
区
協
議
会

の
本
年
度
上
期
の
集
会
が
一
一
月
二
六

日
�
�
コ
ー
セ
ー
の
特
例
子
会
社
で
あ

る
�
ア
ド
バ
ン
ス
（
狭
山
市
北
入
曽
八

五
六
―
四
）
で
三
〇
名
の
参
加
者
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
あ
た
り
齊
藤

俊
雄
議
長
（
本
会
常
任
理
事
、
ボ
ッ
シ

ュ
�
取
締
役
副
社
長
）
は
「
こ
の
よ
う

な
好
事
例
に
学
び
、
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
挨
拶
。
事
務
局

か
ら
は
三
国
雅
裕
専
務
理
事
が
事
務
局

報
告
を
か
ね
て
挨
拶
。

こ
こ
か
ら
司
会
進
行
は
コ
ー
セ
ー
狭

山
工
場
佐
藤
文
敏
総
務
課
長
に
。
ま
ず
、

ア
ド
バ
ン
ス
樋
口
政
男
取
締
役
狭
山
工

場
長
か
ら
歓
迎
挨
拶
と
会
社
概
要
説
明

を
頂
い
た
（
同
社
の
概
要
は
前
号
会
報

一
五
頁
、
会
員
企
業
紹
介
欄
に
既
報
済

な
の
で
ご
参
照
下
さ
い
）。
そ
の
中
で

同
氏
は
「
一
九
九
二
年
に
企
業
と
人
、

そ
し
て
地
域
社
会
と
の
共
生
を
目
指
す

�
コ
ー
セ
ー
が
障
害
者
雇
用
の
一
環
と

中部地区
協 議 会

産産
学学
連連
携携
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて
のの
講講
演演
とと
先先
端端

科科
学学
のの
三三
研研
究究
室室
見見
学学
をを
実実
施施
――
埼埼
玉玉
大大
学学

歓
迎
挨
拶
を
さ
れ
る
上
井
学
長

講
演
す
る
川
橋
副
学
長

ロ
ボ
ッ
ト
を
見
学
す
る
参
加
者

ア
ド
バ
ン
ス
で
の
西
部
地
区
協
議
会

齊
藤
俊
雄
西
部
地
区
協
議
会
議
長

― ５ ―
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南部地区
協 議 会

キキ
ヤヤ
ノノ
ンン
フフ
ァァ
イイ
ンン
テテ

ッッ
クク
��
のの
経経
営営
にに
学学
ぶぶ

し
て
設
立
、
コ
ー
セ
ー
の
主
力
工
場
の

狭
山
工
場
の
近
く
に
、
売
り
に
で
て
い

た
あ
き
倉
庫
を
買
っ
て
工
場
を
建
設
し

創
業
を
開
始
。そ
し
て
、障
害
者
の
方
々

が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
化
粧
品
製

造
を
目
的
と
し
て
九
三
年
に
化
粧
品
会

社
で
は
初
め
て
、
全
業
種
で
も
二
五
番

目
（
現
在
で
は
約
２
５
０
社
）
の
特
例

子
会
社
と
し
て
の
認
可
を
受
け
、
活
動

中
。
社
員
数
七
三
名
の
う
ち
三
八
名
が

障
害
者
で
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
、

同
１
４
０
０
１
も
取
得
済
。
小
ロ
ッ
ト

化
し
つ
つ
あ
る
コ
ー
セ
ー
の
ク
リ
ー
ム

の
ほ
と
ん
ど
を
作
っ
て
い
て
（
材
料
等

の
支
給
を
受
け
、
パ
ッ
ク
な
ど
）、
生

産
量
も
増
加
し
て
い
る
」
と
説
明
。

そ
の
後
、
齊
藤
正
好
生
産
課
長
の
ご

案
内
で
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
段
差
の
な

い
工
場
、
自
動
ド
ア
、
手
す
り
、
障
害

者
専
用
ト
イ
レ
・
ロ
ッ
カ
ー
、
非
常
ラ

ン
プ
・
ブ
ザ
ー
、
機
械
停
止
フ
ラ
ッ
シ

ュ
ラ
ン
プ
、
障
害
者
専
用
作
業
椅
子
な

ど
多
く
の
必
要
設
備
を
備
え
た
工
場
を

見
学
さ
せ
て
頂
い
た
。

休
憩
後
、
同
社
の
�
Ａ
Ｔ
Ｍ
活
動
�

見
え
る
化
活
動
�
ム
ダ
取
り
活
動
の
一

環
で
も
あ
る
創
意
工
夫
改
善
、
品
質
問

題
発
見
改
善
で
も
あ
る
「
か
ら
く
り
改

善
」（
コ
ン
ベ
ア
か
ら
の
製
品
の
流
れ

の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
）
の
事
例

発
表
を
拝
聴
し
、
小
さ
な
改
善
に
も
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
る
と
い
う
同
社

の
姿
勢
を
垣
間
見
た
。

そ
の
後
質
疑
応
答
が
あ
り
、
閉
会
と

な
っ
た
。

南
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
小
嶋
隆

善
�
小
島
鉄
工
所
社
長
）
が
十
一
月
二

十
七
日
�
、
キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ

ク
�
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め
三
十
余

名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

会
は
事
務
局
の
司

会
で
進
行
し
、
開
会

の
挨
拶
と
事
務
局
報
告
に
立
っ
た
三
国

雅
裕
専
務
理
事
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の

時
こ
そ
、
大
い
に
当
会
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
各
種
経
済
対
策
及
び

埼
玉
音
楽
文
化
協
会
を
含
め
た
事
業
を

説
明
し
た
。

続
い
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ

ク
�
の
相
馬
郁
夫
代
表
取
締
役
社
長
か

ら
歓
迎
挨
拶
を
受
け
、
早
速
三
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
社
内
見
学
が
行
わ
れ
た
。

社
内
見
学
で
は
、
研
究
開
発
室
か
ら

各
種
実
験
室
、
事
務
室
、
会
議
室
、
そ

し
て
、
売
店
、
食
堂
、
休
憩
室
に
至
る

ま
で
、
懇
切
丁
寧
に
、
あ
ら
ゆ
る
所
を

ご
案
内
、
ご
解
説
い
た
だ
い
た
。

す
べ
て
に
お
い
て
「
見
え
る
化
」
が

徹
底
さ
れ
て
お
り
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
に

壁
や
衝
立
は
な
く
、
会
議
室
、
社
長
室

ま
で
一
覧
で
き
、「
ワ
イ
ガ
ヤ
コ
ー
ナ

ー
」
で
、
ワ
イ
ガ
ヤ
の
積
極
的
実
施
に

よ
る
情
報
共
有
の
促
進
が
図
れ
る
事
務

所
で
あ
っ
た
。
事
務
机
は
小
さ
く
狭
く

パ
ソ
コ
ン
の
み
で
、
電
話
も
な
く
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
副
部
長
以
上
は
自
席
に
Ｐ
Ｃ
を

置
か
ず
、
対
話
に
よ
る
部
下
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
す
る
と
の
こ

と
。休

憩
後
、
相
馬
社
長
の
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

講
演
で
は
先
ず
、
キ
ヤ
ノ
ン
に
つ
い

て
は
「
主
要
経
営
指
標
全
て
が
世
界
ト

ッ
プ
百
社
に
な
る
」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
優
良
企
業
グ
ル
ー
プ
構
想
を
紹
介
さ

れ
、
永
続
的
に
企
業
革
新
を
推
進
す
る

自
律
し
た
強
い
企
業
人
の
育
成
を
話
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
製
品
の
核

と
な
る
五
つ
の
各
技
術
領
域
（
露
光
、

撮
像
、
電
子
写
真
、
表
示
、
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
）
か
ら
、
独
創
的
な
製
品
を
通

じ
て
、
新
し
い
価
値
と
文
化
を
創
造
し
、

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
当
社
の
企
業

理
念
と
中
期
目
標
を
解
説
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
今
ま
で
と
違
う
こ
と
・
違
う
や

り
方
へ
取
り
組
み
、
創
立
五
周
年
の

「
革
・
進
・
活
動
」
も
話
さ
れ
、
終
わ

り
に
「
キ
ヤ
ノ
ン
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
本
日
は
有
意

義
な
講
演
で
あ
っ
た
と
結
ば
れ
た
。

最
後
に
、
中
興
電
機
�
出
井
善
元
社

長
に
よ
り
、
謝
辞
と
閉
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
南
部
地
区
協
議
会
は
盛
会
裏
の

内
に
終
了
し
た
。

講演する相馬郁夫社長

「
か
ら
く
り
改
善
」
の
事
例
発
表

社
内
見
学

― ６ ―
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第
三
十
四
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会
全

国
大
会
が
、
十
一
月
十
二
日
�
・
十
三
日

�
の
両
日
、
石
川
県
経
営
者
協
会
若
手
経

営
者
の
会
が
主
管
と
な
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
で
開
催
さ
れ
た
。

同
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
若
手
経
営
者
を

中
心
に
約
百
三
十
七
名
が
参
加
し
た
。

当
埼
玉
か
ら
は
、古
川
元
一
部
会
長（
川

口
土
木
建
築
工
業
・
社
長
）
を
は
じ
め
、

松
本
伸
一
郎
（
松
本
商
会
・
社
長
）
副
部

会
長
並
び
に
、
藤
池
一
誠
（
デ
サ
ン
・
専

務
）
幹
事
、
梶
原
靖
友
（
梶
原
工
業
・
専

務
）
会
計
監
事
、
坂
本
哲
朗
（
カ
ツ
ミ
テ

ク
ノ
・
専
務
）、
真
子
岳
志
（
真
工
社
・

社
長
）
部
会
員
と
、
田
中
徳
尚
特
別
会
員

（
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
・
社
長
）
及

び
、
事
務
局
の
計
八
名
が
参
加
し
た
。

第
一
日
目
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
正

副
部
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
若
手
経
営

者
の
会
代
表
幹
事
萩
原
扶
未
子
氏
（
ジ
ー

ア
ン
ド
エ
ス
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を

お
こ
な
っ
た
。
続
い
て
、
全
国
十
二
（
愛

知
・
茨
城
・
岐
阜
・
京
都
・
高
知
・
埼
玉
・

堺
・
千
葉
・
東
京
・
奈
良
・
兵
庫
・
石
川
）

の
青
年
部
会
長
か
ら
各
地
の
活
動
状
況
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

午
後
三
時
か
ら
全
国
大
会
の
式
典
が
始

ま
り
、
主
催
者
挨
拶
を
若
手
経
営
者
の
会

萩
原
扶
未
子
代
表
幹
事
が
行
い
、
続
い
て
、

石
川
県
経
営
者
協
会
菱
沼
捷
二
会
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
谷
本
正
憲
石
川

県
知
事
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
参
加
青
年
部
会
紹
介
が
あ
り
、
正

副
部
会
長
会
議
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
「
社
会
に
開
く
美
術
」
と
題
し
、

秋
元
雄
史
金
沢
２１
世
紀
美
術
館
館
長
が
基

調
講
演
を
行
っ
た
。

秋
元
氏
は
世
界
の
「
現
在
（
い
ま
）」

と
と
も
に
生
き
、
ま
ち
に
活
き
、
市
民
と

つ
く
る
、
参
画
交
流
型
の
美
術
館
を
目
指

し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
地
域
の
伝
統
を
未

来
に
つ
な
げ
、
世
界
に
開
き
、
こ
ど
も
た

ち
と
と
も
に
、
成
長
す
る
美
術
館
と
し
た

い
と
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
「
文
化
の
継
承
と
進
化
」
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
若
手
経
営
者
の
会

萩
原
扶
未
子
代
表
幹
事
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

引
続
き
秋
元
雄
史
金
沢
２１
世
紀
美
術
館
館

長
、
小
田
與
之
彦
加
賀
屋
副
社
長
、
奈
良

宗
久
茶
道
裏
千
家
・
今
日
庵
業
躰
部
講
師

が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
金

沢
独
特
の
素
囃
子
、
輪
島
和
太
鼓
の
虎
之

介
が
賑
や
か
に
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

た
。
最
後
に
、
次
の
開
催
に
つ
い
て
三
十

五
回
は
奈
良
県
、
三
十
六
回
は
岐
阜
県
、

三
十
七
回
は
高
知
県
、
三
十
八
回
は
兵
庫

県
、
そ
し
て
、
五
年
後
の
２
０
１
４
年
、

三
十
九
回
は
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

等
が
発
表
さ
れ
、
会
は
中
締
め
と
な
っ
た
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
小
松
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深

め
て
、
金
沢
で
の
全
国
大
会
は
幕
を
閉
じ

た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/
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企業間の人材マッチングを
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無 料
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全全
国国
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るる

青
年
経
営

者

部

会

本
県
か
ら
部
会
長
ら
八
名
参
加

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

発
表
す
る
古
川
部
会
長
と
松
本
副
部
会
長

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

あ
い
さ
つ
す
る
萩
原
代
表
幹
事

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業
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こ
の
人
の
世
界
に
は
、
常
に
メ
ル
ヘ
ン
が
漂
い
、

何
気
な
い
話
の
一
つ
ひ
と
つ
に
夢
が
あ
る
。
僅
か
一

時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
が
ら
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

余
韻
の
残
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
八
月
十
七
日
、
東
京
生
ま
れ
。
五

十
二
年
東
京
工
業
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
、

同
年
四
月
東
京
電
力
�
に
入
社
。
本
店
配
電
部
地
中

配
電
課
副
長
、
多
摩
川
支
店
立
川
営
業
所
長
、
東
京

支
店
設
備
部
長
兼
新
支
社
設
立
準
備
グ
ル
ー
プ
、
本

店
配
電
部
長
等
を
経
て
、
平
成
十
九
年
六
月
執
行
役

員
埼
玉
支
店
長
に
就
任
、
現
職
。

�
寅
さ
ん
�
と
同
じ
遊
び
場
で
育
つ

生
ま
れ
は

江
戸
川
区
小
岩
。
渥
美
清
が
演
じ
る
映
画
「
男
は
つ

ら
い
よ
」
の
葛
飾
柴
又
、�
寅
さ
ん
�
の
生
家
に
近

く
、
主
な
遊
び
場
は
江
戸
川
の
堤
防
や
河
原
。
映
画

で
は
寅
さ
ん

が
居
眠
り
か

ら
目
覚
め
る

堤
防
の
場
面

が
よ
く
出
る

が
、
今
も
ジ

ョ
ギ
ン
グ
で

そ
の
堤
防
を

走
っ
て
い
る
。

「
小
さ
い
頃

は
ラ
ジ
オ
づ

く
り
に
夢
中

で
秋
葉
原
に

通
い
、
大
学

時
代
は
ソ
ニ

ー
に
憧
れ
て
、
研
究
室
に
入
っ
て
み
た
も
の
の
雰
囲

気
の
暗
さ
に
嫌
気
が
さ
し
て
方
向
転
換
し
、
東
京
電

力
を
選
ん
だ
。
序
に
言
え
ば
、
工
業
大
学
で
は
珍
し

い
が
、
在
学
中
に
高
校
教
諭
の
免
許
を
取
得
、
そ
れ

を
職
場
で
生
か
し
て
い
る
」。

配
電
（
現
場
）
一
筋
が
自
慢

こ
の
人
の
半
生
を

大
仰
に
表
現
す
れ
ば
、
配
電
一
筋
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。「
配
電
の
仕
事
は
、
電
柱
を
建
て
て
電

気
を
配
る
こ
と
で
派
手
さ
は
な
い
。
人
間
で
言
え
ば

毛
細
血
管
の
よ
う
な
仕
事
で
、
お
客
様
の
庭
先
へ
電

柱
設
置
の
お
願
い
に
行
っ
た
り
、
停
電
、
落
雷
、
台

風
、
地
震
等
の
災
害
対
応
等
が
主
な
業
務
。
東
電
の

場
合
は
人
数
も
多
い
し
、
私
自
身
人
と
の
対
応
も
苦

手
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
室
内
の
仕
事
よ
り
も
性
に

合
っ
て
お
り
、
遣
り
甲
斐
が
あ
っ
た
。

殊
に
、
い
ざ
地
震
、
台
風
災
害
等
の
対
応
と
も
な

る
と
、
人
命
に
も
関
わ
る
の
で
、
全
員
が
に
わ
か
に

緊
張
。
配
電
設
備
等
は
各
拠
点
に
膨
大
に
存
在
し
て

い
る
も
の
の
、
多
数
の
要
員
投
入
と
東
電
マ
ン
本
来

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
っ
て
、
物
凄
い
力
が
発
揮
さ
れ
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を
図
る
。
こ
う
し
た
対
応
で
出

動
し
た
先
々
で
被
災
民
の
大
き
な
信
頼
を
受
け
、
頼

り
に
さ
れ
た
こ
と
が
誇
り
で
あ
る
」。

忘
れ
ら
れ
な
い
「
リ
ン
ゴ
台
風
」

こ
の
人
自
身

も
、
台
風
、
地
震
等
で
被
害
を
受
け
た
設
備
復
旧
の

た
め
、
全
国
各
地
に
出
動
し
て
い
る
が
、
忘
れ
ら
れ

な
い
の
が
平
成
三
年
の
台
風
１９
号
。
別
名
「
リ
ン
ゴ

台
風
」
と
い
い
、
こ
の
台
風
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
海
上

で
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
に
発
達
。
九
月
二
十
七

日
長
崎
県
佐
世
保
に
上
陸
、
山
口
県
を
か
す
め
た
あ

と
日
本
海
上
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
青
森
県
の
リ

ン
ゴ
畑
は
収
穫
前
の
リ
ン
ゴ
が
ほ
と
ん
ど
落
ち
る
、

と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

「
そ
の
際
、
瀬
戸
内
海
で
は
、
風
速
六
〇
�
を
超

え
る
猛
烈
な
風
が
吹
き
、
中
国
電
力
の
施
設
・
設
備

が
大
被
害
を
受
け
た
。
当
時
、
私
は
神
奈
川
県
に
勤

務
し
て
い
た
が
、
本
社
か
ら
中
国
電
力
の
設
備
復
旧

支
援
の
指
示
を
受
け
、
何
故
中
部
電
力
、
関
西
電
力

の
二
つ
の
電
力
会
社
の
営
業
エ
リ
ア
を
飛
び
越
し
て
、

山
口
へ
行
く
の
か
と
聞
く
と
、
関
西
電
力
は
自
ら
被

害
を
受
け
て
お
り
、
中
部
電
力
は
九
州
電
力
の
支
援

に
行
く
と
い
う
。
そ
こ
で
私
は
防
府
市
に
向
か
っ
た

が
、
見
渡
す
限
り
電
柱
が
倒
れ
て
い
る
凄
い
状
況
だ

っ
た
。

も
う
一
つ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
こ
の
時
は
復

旧
作
業
の
応
援
は
な
か
っ
た
が
、
電
柱
の
強
度
な
ど
、

全
国
か
ら
設
計
者
を
集
め
て
、
物
凄
い
量
の
現
地
調

査
を
実
施
。「
一
回
で
二
、
三
泊
の
調
査
で
、
延
べ

六
、
七
回
は
神
戸
に
通
っ
た
」。

悲
願
の
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
」
へ

片
岡
さ
ん
は
二

枚
の
名
刺
を
持
ち
、
も
う
一
枚
が
東
京
電
力
�
長
距

離
・
駅
伝
チ
ー
ム
副
代
表
。
当
時
ま
だ
社
内
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
縁
あ
っ
て

先
輩
か
ら
引
き
継
ぎ
、
本
格
的
な
体
制
が
整
っ
た
の

は
三
年
半
前
だ
っ
た
。

全
国
実
業
団
駅
伝
、通
称�
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
�

の
東
日
本
予
選
に
は
一
九
九
〇
年
か
ら
出
場
し
、
特

に
二
〇
〇
四
年
、
〇
五
年
に
は
、
も
う
一
歩
の
と
こ

ろ
ま
で
行
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
出
場
は
果

た
せ
な
か
っ
た
。「
そ
れ
ま
で
も
う
ち
ょ
っ
と
の
状

況
が
続
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
選
手
は
毎
日
夜

走
り
、
土
、
日
は
試
合
へ
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
標

を
果
た
せ
ず
、『
来
年
こ
そ
は
ー
』
が
続
く
と
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
か
な
り
下
が
り
、
チ
ー
ム
を
や
め

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
に
か
ら
れ
た

経
験
が
何
度
か
あ
っ
た
。」
と
こ
の
人
は
当
時
を
述

懐
す
る
。

そ
こ
で
片
岡
さ
ん
は
そ
の
都
度
、
チ
ー
ム
の
状
況

改
善
と
選
手
強
化
を
会
社
に
陳
情
。
や
が
て
当
時
の

社
長
も
深
い
理
解
を
示
し
て
く
れ
、
二
〇
〇
六
年
七

月
に
東
京
電
力
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
実
業
団
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
」
が

ス
タ
ー
ト
。
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
四
月
に
は
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
五
輪
男
子
マ
ラ
ソ
ン
で
メ
ダ
ル
候
補
と
さ
れ

な
が
ら
、
給
水
時
に
転
倒
、
ゴ
ー
ル
後
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
「
途
中
で
、
こ
け
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
の
コ

メ
ン
ト
を
発
し
、
話
題
と
な
っ
た
元
旭
化
成
の
谷
口

浩
美
氏
を
監
督
に
迎
え
、
先
ず
目
標
を
『
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
』
出
場
に
置
い
た
。
そ
の
悲
願
は
早
く
も
二
〇

〇
九
年
に
実
現
、
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
の
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
に
は
、
予
選
七
位
の
好
成
績
で
出
場
す
る
。

「
ひ
と
・
モ
ノ
・
情
報
が
集
中
す
る
首
都
圏
に
、

生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
欠
か
せ
な
い
電
気
を
安
定
し
て

お
届
け
す
る
た
め
、
電
気
を
「
つ
く
る
」「
送
る
」「
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
す
る
」
と
い
う
仕
事
を
、
各
々
責
任

を
果
た
し
な
が
ら
、
次
の
職
場
に
託
し
て
い
く
。
こ

の
東
京
電
力
グ
ル
ー
プ
の
「
電
気
事
業
」
の
特
性
は
、

「
駅
伝
」
の
競
技
特
性
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の

で
す
。」
と
こ
の
人
は
目
を
輝
か
せ
て
話
す
。

夢
は
継
続
的
に
人
材
の
育
つ
会
社
風
土

今
後
の

夢
は
、
駅
伝
で
は
時
間
を
か
け
て
選
手
を
し
っ
か
り

育
て
た
い
し
、
仕
事
の
面
で
は
社
員
に
強
く
、
元
気

の
あ
る
人
材
に
育
っ
て
欲
し
い
。
そ
れ
に
は
、
世
の

た
め
に
役
立
つ
人
材
が
継
続
的
に
育
つ
会
社
風
土
の

確
立
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
確
立
に
向
け
さ
ら
に

注
力
し
て
い
き
た
い
と
語
る
。

東
京
・
江
戸
川
区
在
住
。
家
族
は
妻
み
ど
り
さ
ん
、

長
男
耕
介
さ
ん
、
二
男
満
さ
ん
の
四
人
で
全
員
Ｏ
型
。

趣
味
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
。（

葛
）

東
京
電
力
株
式
会
社

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

片

岡

和

久
氏

― ８ ―
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社
会
全
体
の
低
炭
素
化
を
進
め
て
い
く

に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
体
の
低
炭
素
化
に

加
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ

く
段
階
で
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
も
不
可
欠

で
す
。

原
子
力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
高
効
率
発
電
設

備
に
よ
り
低
Ｃ
Ｏ
２

化
し
た
当
社
の
電
気

は
、
効
率
の
高
い
利
用
方
法
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
、
様
々
な
社
会
活
動
の
低

炭
素
化
に
大
い
に
貢
献
で
き
う
る
も
の
で

す
。当

社
で
は
、
豊
か
な
社
会
生
活
に
求
め

ら
れ
る
利
便
性
や
快
適
性
を
保
ち
つ
つ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
効
率
的
に
活
用
す

る
効
率
化
機
器
の
開
発
・
普
及
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、「
低
炭
素
社
会
」
を
指
向

す
る
省
エ
ネ
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着

に
向
け
た
提
案
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
、

太
陽
光
や
風
力
と
同
様
に
無
尽
蔵
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
大
気
熱
を
わ
ず
か
な

電
気
で
く
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
投
入

し
た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
３
〜
６
倍
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
省
エ
ネ
・
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果

が
非
常
に
高
い
も
の
で
す
。

ご
家
庭
に
お
い
て
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
活
用
し
た
給
湯
機
で
あ
る
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
を
組
み
込
ん
だ
オ
ー
ル
電
化
住
宅
を
提

案
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
従
来
の
電
気
・

ガ
ス
併
用
住
宅
と
比
べ
て
約
３
割
の
コ
ス

ト
削
減
効
果
が
あ
り
、
約
２
割
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
厨

房
や
Ｉ
Ｈ
調
理
器
具
か
ら
は
燃
焼
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
ず
、
水
蒸
気
の
排
出
も
少
な
い

た
め
、
室
内
の
空
気
を
常
に
ク
リ
ー
ン
に

保
つ
こ
と
が
で
き
、
高
気
密
・
高
断
熱
住

宅
に
適
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
環
境

性
、
経
済
性
、
快
適

性
に
優
れ
た
オ
ー
ル

電
化
住
宅
は
大
変
好

評
で
あ
り
、
当
社
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
区
域

内
で
は
６０
万
戸
に
達

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

埼
玉
県
内
に
お
け
る
新
設
戸
建
て
の
約
４

割
は
、
オ
ー
ル
電
化
住
宅
を
ご
採
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

工
場
や
商
業
施
設
等
に
お
け
る
冷
暖
房

や
給
湯
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

に
つ
い
て

も
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。

工
場
で
は
、
加
熱
や
乾
燥
、
温
水
製
造
、

空
調
な
ど
多
く
の
製
造
工
程
で
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
技
術
を
活
用
し
た
蒸
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
的
な
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

農
業
関
係
で
も
、
施
設
園
芸
分
野
（
ハ

ウ
ス
栽
培
）
に
お
い
て
、
原
油
価
格
の
乱

高
下
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
暖
房
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
を
活
用
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま

す
。商

業
施
設
等
に
お
い
て
は
、
省
エ
ネ
・

Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
と
し
て
高
効
率
空
調
機

や
大
型
業
務
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス

テ
ム
等
の
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
省
エ

ネ
・
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
大
変
優
れ
て
お
り
、

ご
家
庭
や
、
工
場
・
商
業
施
設
等
の
冷
暖

房
や
給
湯
な
ど
が
す
べ
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

で
ま
か
な
わ
れ
た
場
合
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減

効
果
は
、
日
本
全
体
で
年
間
約
１
・
３
億

ｔ
（
日
本
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の

約
１０
％
に

相

当
）
に
達
す
る

こ
と
と
な
る
た

め
、「
低
炭
素

社
会
」
の
切
り

札
と
国
等
か
ら

も
大
い
に
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

会員企業紹介

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
利利
用用
効効
率率
向向
上上

でで
「「
低低
炭炭
素素
社社
会会
」」
実実
現現
をを
東 京 電 力
埼 玉 支 店

従来型住宅とオール電化住宅との比較

ヒートポンプのしくみ

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
住
宅
設
置
例

― ９ ―



2010
代
表
取
締
役

会

長

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

理
事
長

利

根

忠

博

財
団
法
人
埼
玉
り
そ
な
産
業
協
力
財
団

社

長

上

條

正

仁

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役

社

長

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

代

表

取
締
役

牛

山

電

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

名
誉
顧
問

森

谷

文

昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

松

木

繁

和

フ

ジ

ノ

ン

株

式

会

社

取
締
役

社

長

武

州

産

業

株

式

会

社

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

平

沼

一

幸

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

吉

田

博

英

株
式
会
社

イ

ビ

サ

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

会

長

吉

見

商

事

株

式

会

社

―１０―



到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

社

長

岡

村

裕

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

代
表
取
締
役

社

長

関
東
自
動
車
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

丸
広
百
貨
店

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

東

京

電

力

株

式

会

社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

島

村

工

業

代

表

取
締
役

株
式
会
社
エ
ア
コ
ン
セ
ン
タ
ー

代

表

取
締
役

大

野

建

設

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

埼

玉

機

器

株

式

会

社

会

長

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

東
京
鋼
鐡
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

東

上

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

会

長

日

本

伸

管

株

式

会

社

代

表

取
締
役

東
日
本
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

―１１―



代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代
表
取
締
役

社

長

八
木
橋

宏
純

株
式
会
社

八

木

橋

埼

玉

支
店
長

高

嶋

英

一

東

京

ガ

ス

株

式

会

社

執
行
役
員

埼
玉
製
作
所
所
長

片

山

行

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取
締
役

株
式
会
社

こ
も
だ
建
総

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

代

表

取
締
役

株
式
会
社

デ

サ

ン

名
誉
顧
問

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

菊

池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

埼

玉

支
店
長

松

井

泰

隆

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

取
締
役

会

長

伊

藤

巖

株
式
会
社

朝
日
ラ
バ
ー

代

表

取
締
役

有
限
会
社

創
文
社
印
刷

代
表
取
締
役

社

長

�
田

純

一

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

三
国

雅
裕

職

員

一

同

―１２―
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三三
国国
ココ
カカ
・・
ココ
ーー
ララ
��
がが
社社

会会
貢貢
献献
活活
動動
実実
践践
企企
業業
表表
彰彰

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
、
彩

の
国
埼
玉
芸
術
劇
場
に
お
い
て
、「
第

三
回
埼
玉
あ
っ
た
か
子
育
て
企
業
賞
」

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
本
会
推
薦
の

川
口
信
用
金
庫
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

本
賞
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
支
援
に
熱
心
に
取
り
組
む
企
業

を
表
彰
す
る
目
的
で
、
平
成
十
九
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
表
彰
制
度
で
、
本
年

度
が
三
回
目
と
な
る
も
の
。

川
口
信
用
金
庫
は
子
育
て
の
た
め
の

勤
務
時
間
短
縮
制
度
や
時
差
出
勤
制
度
、

加
え
て
配
偶
者
出
産
時
の
父
親
休
暇
制

度
等
の
諸
制
度
の
整
備
・
充
実
に
よ
り
、

平
成
二
十
年
度
に
は
、
出
産
・
育
児
に

よ
る
退
職
者
ゼ
ロ
を
達
成
等
の
成
果
が

評
価
さ
れ
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
、
埼
玉

会
館
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
埼

玉
県
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
、
本
会
推
薦
の
三

国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
�
が
社
会
貢
献
活
動

実
践
企
業
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
。

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
�
は
、
災
害
時

救
援
物
資
提
供
の
協
定
締

結
、
児
童
福
祉
施
設
へ
の

製
品
寄
贈
、
育
英
奨
学
金

制
度
の
設
立
・
運
営
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
に

加
え
て
様
々
な
環
境
保
全

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
が
評

価
さ
れ
、
社
会
貢
献
活
動
実
践
企
業
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
。

川川
口口
信信
用用
金金
庫庫
がが
奨奨
励励
賞賞

第
３
回

埼
玉
県

あ
っ
た
か
子
育
て
企
業
賞

上
田
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
る

石
塚
信
行
執
行
役
員
人
事
部
長
（
右
）

上
田
埼
玉
県
知
事
よ
り
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
る
椎
名
幹
芳
社
長
（
左
）

―１３―













































































 第第5511回回

�
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
五

十
八
年
四
月
に
現
社
長
の
松
田
芳
久

氏
が
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ

「
ソ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
」
を
北
浦
和
に

個
人
創
業
、
そ
の
後
昭
和
六
十
一
年

に
�
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
を
設
立
、

平
成
元
年
に
株
式
会
社
へ
組
織
変
更
、

現
在
で
は
、
年
商
三
十
億
円
を
上
げ

る
ま
で
に
成
長
し
て
き
て
い
る
。

事
業
内
容
は
、
音
響
・
映
像
ソ
フ

ト
レ
ン
タ
ル
事
業
の
「
ス
ー
パ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
」、
新
品
・
中
古
ゲ

ー
ム
の
販
売
・
買
取
事
業
の
「
ド
キ

ド
キ
冒
険
島
」、
キ
ッ
ズ
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
「
ぼ
う
け

ん
キ
ッ
ズ
」、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

パ
ー
ク
事
業
の
「
ス
ー
パ
ー
ド
キ
ド

キ
ヒ
ュ
ー
ケ
ッ
ト
」、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
事
業
の
「
ル
ア
ン
‐

ル
ア
ン
」、
そ
し
て
新
規
事
業
の「
ス

キ
ン
ケ
ア
商
品
等
の
コ
ス
メ
事
業
」

の
六
つ
の
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

特
に
今
後
は
、
二
〇
〇
九
年
度
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
十
七

種
類
の
タ
イ
ハ
ー
ブ
を
配
合
、
保
湿

た
っ
ぷ
り
の
『
ル
ア
ン
‐
ル
ア
ン

生
せ
っ
け
ん
�
ハ
ー
バ
ル
フ
レ
ッ
シ

ュ
ソ
ー
プ
�』
を
核
と
し
た
コ
ス
メ

事
業
を
積
極
的
に
強
化
し
て
い
く
予

定
で
あ
る

社
名
の
『
ボ
ッ
ク
ス
』
の
由
来
は
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
創
業
の
レ
ン
タ

ル
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
の
第
一
号
の
お

客
様
が
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ

た
「
家
に
帰
り
好
き
な
映
画
を
観
る

の
が
、
と
て
も
幸
せ
な
の
で
す
」
と

い
う
言
葉
に
感
動
し
、お
客
様
の
夢
・

感
動
を
ボ
ッ
ク
ス
一
杯
に
し
、
そ
の

ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
夢
・
感
動
を
多
く

の
人
に
提
供
す
る
企
業
を
目
指
し
た

い
と
い
う
考
え
か
ら
『
ボ
ッ
ク
ス
』

と
命
名
し
た
と
の
こ
と
。

経
営
の
理
念
は
『
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル

ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ
て
世
界
の

人
々
に
夢
と
感
動
と
心
の
満
足
を
提

供
す
る
』。
ま
た
こ
の
理
念
に
加
え
、

社
員
全
員
の
約
束
と
し
て
ク
レ
ド

（
下
記
参
照
）
を
制
定
し
て
い
る
。

松
田
社
長
は
、
こ
の
理
念
と
ク
レ

ド
に
つ
い
て
、「
感
動
で
き
る
事
業

を
真
摯
に
追
求
す
る
姿
勢
に
お
い
て

は
、
ど
こ
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
。

ど
こ
ま
で
も
ま
っ
す
ぐ
に
感
動
を
追

い
求
め
る
。
こ
れ
を
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル

ー
プ
の
成
長
の
原
動
力
と
し
、
お
客

様
か
ら
愛
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
企

業
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
」
と

力
強
く
述
べ
て
い
る
。

経
営
理
念
を
社
内
に
浸
透
さ
せ
、

お
客
様
に
夢
・
感
動
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
は
、
人
材
育
成
が
不
可
欠

で
あ
り
、
過
去
五
年
で
五
千
万
円
の

投
資
と
、
利
益
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
シ
ー

ト
、
Ｐ
／
Ｌ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ー
ト

等
の
各
種
経
営
管
理
ツ
ー
ル
も
導
入
。

現
在
で
は
、「
会
社
の
末
端
ま
で
経

営
理
念
が
浸
透
し
、
ま
た
社
員
の
経

営
管
理
能
力
も
大
幅
に
向
上
し

た
。」
と
松
田
社
長
は
自
信
を
示
す
。

二
十
一
世
紀
、
日
本
は
物
質
的
な

豊
か
さ
を
手
に
し
た
が
、
そ
の
結
果
、

こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
を
置
き
去
り
に
し

て
き
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
感
動
を
創
造
・
提
供
し
続

け
る
「
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
」
は
、

お
客
様
、
さ
ら
に
は
社
会
か
ら
大
き

な
支
持
と
信
頼
を
勝
ち
得
て
い
く
も

の
と
確
信
す
る
。

□
ク
レ
ド

私
た
ち
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
は
、

ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
が
手
掛
け
る

す
べ
て
の
事
業
に
於
い
て
夢
と
感

動
と
心
の
満
足
を
提
供
す
る
こ
と

を
使
命
と
心
得
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
提
供
す
る
夢
と
は
、
と
て
つ

も
な
く
、
そ
し
て
果
て
し
な
く
続

く
私
た
ち
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
の

熱
き
想
い
で
あ
り
、
感
動
と
は
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
心
が
躍
り
、
心

が
震
え
る
程
の
お
客
様
と
の
心
の

共
有
で
あ
り
、
心
の
満
足
と
は
心

が
満
た
さ
れ
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ

れ
落
ち
る
程
の
、
満
ち
足
り
た
幸

福
感
で
あ
る
と
信
じ
、
提
供
す
る

こ
と
を
私
た
ち
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー

プ
は
お
約
束
し
ま
す
。

セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
セ

ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
�
、
同
モ

ー
タ
ー
ス
�
、
同
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
�
、
同
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
�
、

同
不
動
産
�
、
同
タ
ナ
カ
フ
ラ
ン

ス
Ｓ
・
Ａ
・
Ｒ
・
Ｌ
、
同
企
画
�
、

セ
ブ
ン
シ
ー
ズ
�
、
そ
し
て
�
田

中
徳
兵
衛
商
店
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。（
グ
ル
ー
プ
数
が
多
く
全
の

会
社
を
個
別
に
紹
介
で
き
な
い

が
）そ

の
中
で
、
最
も
歴
史
と
伝
統

が
あ
り
、
セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ル
ー
プ

の
基
盤
と
な
っ
た
の
が
田
中
徳
兵

衛
商
店
で
あ
る
。
当
社
は
二
代
目

田
中
徳
兵
衛
氏
が
明
治
四
年
、
川

口
で
麦
味
噌
の
醸
造
（
製
造
）
を

開
始
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後

昭
和
三
十
五
年
に
は
、
九
十
年
間

わ
た
り
続
け
て
き
た
味
噌
醸
造
に

終
止
符
を
打
ち
、
味
噌
卸
業
に
専

念
し
、
高
島
屋
百
貨
店
に
売
り
場

を
開
店
、
各
地
の
百
貨
店
に
販
路

を
広
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
代

目
徳
兵
衛
（
田
中
徳
尚
社
長
）
氏

が
お
い
し
い
味
噌
を
届
け
た
い
一

心
で
開
い
た
「
味
噌
蔵
徳
兵
衛
」

に
は
、
当
社
の
「
調
理
室
」
で
吟

味
を
重
ね
、
選
び
出
し
た
全
国
の

逸
品
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
味
噌
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
対
面
販
売
を
し
て

い
る
。

現
在
グ
ル
ー
プ
の
中
核
と
な
っ

て
い
る
の
が
昭
和
三
十
九
年
創
業
、

国
内
屈
指
の
大
規
模
Ｂ
Ｍ
Ｗ
正
規

販
売
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
セ
ン
ト
ラ
ル

自
動
車
技
研
�
で
あ
る
。「
何
故

本
業
と
全
く
関
連
の
な
い
自
動
車

販
売
を
手
掛
け
る
こ
と
に
し
た
の

か
」
と
の
問
い
に
、
あ
る
外
車
販

売
商
社
が
先
代
と
名
刺
交
換
し
、

そ
の
後
自
動
車
を
売
り
に
来
た
が
、

「
私
は
買
い
た
い
の
で
は
な
く
、

売
り
た
い
の
だ
」
と
、
そ
れ
が
自

動
車
販
売
を
手
掛
け
た
始
り
と
の

こ
と
。
田
中
社
長
は
し
み
じ
み
と

語
る
「
六
代
目
は
心
底
自
動
車
が

好
き
だ
っ
た
」
と
、
こ
こ
に
創
業

し
た
当
社
は
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
八
拠
点（
川

口
・
浦
和
・
大
宮
・
所
沢
・
川
越
・

さ
い
た
ま
東
・
熊
谷
・
板
橋
）、

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
五
拠
点
、
認
定
中
古
車

五
拠
点
、
サ
ー
ビ
ス
八
拠
点
と
、

広
範
囲
に
渡
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
お
り
、
全
国
最
優
秀
デ

ィ
ー
ラ
ー
賞
、
新
車
販
売
成
績
一

位
、
七
年
連
続
中
古
車
部
門
最
優

秀
デ
ィ
ー
ラ
ー
賞
、
パ
ー
ツ
部
門

優
秀
デ
ィ
ー
ラ
ー
賞
、
そ
し
て
圧

巻
は
、
現
存
す
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

中
で
、
た
だ
一
社
累
積
販
売
台
数

三
万
台
達
成
の
日
本
一
の
実
績
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
業
績
は
、

三
十
年
間
継
続
し
て
い
る
定
期
採

用
に
よ
る
人
材
の
育
成
と
、
埼
玉

県
独
自
の
地
域
経
済
圏
へ
の
戦
略

的
拠
点
進
出
に
あ
る
。
そ
し
て
、

更
な
る
飛
躍
を
す
べ
く
累
積
販
売

台
数
四
万
台
の
目
標
へ
照
準
を
定

め
た
。

今
後
と
も
、
セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ル

ー
プ
各
社
は
、
人
生
を
豊
か
に
し
、

歓
び
と
夢
を
与
え
ら
れ
る
仕
事
に

邁
進
し
て
い
く
。

なな話話題題 中中 南南 西西 北北

中
部
�
ボ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

夢
、感
動
の
創
造
・
提
供
で
ひ

と
の
こ
こ
ろ
を
熱
く
し
た
い

DATA
会 社 名：�ボックスグループ
本 社：〒３３６‐００３１ �いたま市南区鹿手袋４‐１３‐１４
電 話：０４８‐８３８‐２１７１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐８３７‐０２１９
代 表 者：代表取締役 松田芳久
創 業：昭和５８年４月
資 本 金：９９００万円
社 員 数：３８８名（パート等含む）
事業内容：メディアショップ事業、キッズ用リサイク

ルショップ事業、リラクゼーション事業、
スキンケア商品等のコスメ事業等

南
部
セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ル
ー
プ

人
生
を
豊
か
に
し
、喜
び
と
、

夢
与
え
ら
れ
る
仕
事
に
邁
進

DATA

グループ：セントラルグループ
本 社：川口市末広１‐１１‐２
代 表 者：グループ社長 田中徳尚
創 業：１８７１年（明治４年）
資 本 金：４億１６５０万円
従業員数：５００人
事業内容：自動車、流通、不動産
http : //www.central-group.co.jp/

松田芳久社長

田中徳尚社長

２
０
０
９
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
ル
ア
ン
‐
ル
ア
ン

生
せ
っ
け
ん

ハ
ー
バ
ル
フ
レ
ッ
シ
ュ
ソ
ー
プ
﹇
ホ
ワ
イ
ト
﹈

Ｂ
Ｍ
Ｗ
５
２
５
ｉ
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株
式
会
社
カ
キ
ヌ
マ
は
昭
和

四
一
年
七
月
、
現
社
長
柿
沼
忠

四
郎
氏
�
写
真
�
が
設
立
。
同

氏
は
材
木
に
関
し
て
は
こ
の
道

五
六
年
の
超
ベ
テ
ラ
ン
で
、
前

に
は
大
工
さ
ん
が
手
作
業
で
家

の
骨
組
み
な
ど
の
材
木
を
仕
様

に
基
づ
い
て
カ
ッ
ト
し
て
い
た

も
の
を
、
機
械
に
よ
っ
て
カ
ッ

ト
す
る
方
法
を
考
え
、
業
界
で

も
い
ち
早
く
と
り
い
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
ず
機
械
メ
ー
カ
ー

に
工
夫
を
重
ね
た
カ
キ
ヌ
マ
独

自
の
切
断
機
を
注
文
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
一
年
以
上
か
か

る
製
作
期
間
後
に
納
品
さ
れ
た

機
械
を
、
受
注
先
の
設
計
図
面

に
よ
り
キ
ャ
ド
シ
ス
テ
ム
を
中

心
に
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
主
に

建
て
売
り
住
宅
業
界
か
ら
の
受

注
が
多
い
が
、
同
社
の
技
術
を

評
価
し
て
注
文
住
宅
の
分
野
か

ら
も
受
注
が
少
な
く
な
い
。

こ
れ
を
「
プ
レ
カ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
」
と
呼
び
、
構
造
材
か
ら
、

新
建
材
、
羽
柄
合
板
に
し
ろ
、

外
材
、
国
内
材
、
県
産
材
す
べ

て
の
品
目
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
土
台
、
柱
、
桁
な
ど
な
ん

で
も
多
種
多
様
な
注
文
主
の
要

望
に
応
え
、
仕
入
れ
か
ら
加
工

ま
で
対
応
の
幅
は
き
わ
め
て
広

い
。
最
近
は
県
産
材
の
活
用
に

も
積
極
的
に
参
画
す
る
と
と
も

に
、
自
然
回
帰
の
木
材
活
用
機

運
の
中
、
養
護
施
設
、
幼
稚
園
、

公
共
施
設
な
ど
で
の
当
社
製
品

の
使
用
も
多
く
、
一
都
五
県
を

中
心
に
建
築
現
場
に
即
刻
配
送

す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

柿
沼
社
長
は
「
当
社
は
建
築

資
材
を
『
安
く
、
早
く
』
の
基

本
に
立
ち
、
効
率
的
な
プ
レ
カ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
知
恵
を
絞
り
な
が
ら

市
場
に
よ
り
良
い
木
材
を
少
し

で
も
安
く
、
短
時
間
に
お
届
け

す
る
こ
と
こ
そ
が
今
大
切
な
サ

ー
ビ
ス
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

抱
負
を
語
ら
れ
た
。

そ
の
ポ
リ
シ
ー
は
「
住
ま
い

の
基
本
は

人
に
優
し
く

家

庭
に
あ
た
た
か
い

居
心
地
の

い
い
家

そ
れ
を
提
供
す
る
の

が

株
式
会
社
カ
キ
ヌ
マ
」
と

あ
り
、
同
社
長
や
奥
様
の
温
厚

な
人
柄
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
社

内
環
境
も
家
族
的
な
雰
囲
気
と

な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｎ
Ｇ
（
圧
縮
天
然
ガ
ス
）
自
動

車
は
、
天
然
ガ
ス
（
家
庭
用
都
市
ガ

ス
）
を
ボ
ン
ベ
に
充
填
し
燃
料
と
し

て
走
る
自
動
車
。
Ｃ
Ｎ
Ｇ
バ
ス
は
低

公
害
バ
ス
の
中
で
も
黒
煙
排
出
ゼ
ロ

を
特
徴
と
し
て
お
り
、
都
市
部
の
市

街
地
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
中
心
に
数
を
増
や
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は
ガ
ソ
リ
ン
車
と

比
べ
て
約
二
〇
％
〜
三
〇
％
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
効
果
が
あ
り
、
し
か

も
燃
料
価
格
も
ガ
ソ
リ
ン
比
で
約
三

〇
％
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
比
で
も
約
一
〇

％
安
い
と
い
う
魅
力
が
あ
る
。

協
同
観
光
バ
ス
は
、
一
般
貸
切
観

光
バ
ス
の
ほ
か
、
上
尾
・
桶
川
・
行

田
・
久
喜
な
ど
の
市
内
循
環
バ
ス（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）、
企
業
な
ど
の

送
迎
バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
協
同
バ
ス
（
ス
ク

ー
ル
バ
ス
、
福
祉
バ
ス
、
社
員
送
迎

バ
ス
な
ど
の
運
行
お
よ
び
Ｃ
Ｎ
Ｇ
充

填
所
）
と
合
わ
せ
て
九
四
台
の
車
両

を
有
し
、
内
約
半
数
の
四
五
台
は
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は
一
般
車
両
を
購
入
し
、

同
じ
く
グ
ル
ー
プ
会
社
の
協
同
が
改

造
し
て
い
る
。
協
同
は
、
平
成
十
三

年
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ベ
ー
ス
Ｃ
Ｎ
Ｇ
エ

ン
ジ
ン
開
発
を
開
始
、
翌
十
四
年
に

は
第
一
号
機
と
な
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
登
録
、
公
道
走
行
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
や
ガ
ソ

リ
ン
と
Ｃ
Ｎ
Ｇ
の
切
替
式
エ
ン
ジ
ン

の
開
発
を
手
が
け
、
協
同
観
光
バ
ス
、

協
同
バ
ス
へ
の
供
給
と
、
全
国
各
地

か
ら
の
受
注
に
対
応
し
て
い
る
。
改

造
費
用
は
か
か
る
が
、
長
期
的
に
は

コ
ス
ト
安
と
な
り
、
ま
た
、
環
境
保

全
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

各
地
行
政
や
大
手
企
業
を
中
心
に
導

入
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

協
同
グ
ル
ー
プ
が
天
然
ガ
ス
自
動

車
を
導
入
し
た
背
景
に
は
、
鈴
木
秀

憲
前
社
長
の
、「
私
た
ち
の
大
好
き

な
ク
ル
マ
が
環
境
汚
染
の
原
因
に
な

っ
て
欲
し
く
な
い
」
と
い
う
熱
い
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
思
い
と
大

手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
は
無
い
中
小

の
レ
ス
ポ
ン
ス
の
良
さ
を
活
か
す
べ

く
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
分
野
に
参
入
し
た
。

藤
倉
武
社
長
は
、「
協
同
グ
ル
ー

プ
は
そ
も
そ
も
自
動
車
整
備
業
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
送
迎
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
、
そ
し
て
Ｃ
Ｎ
Ｇ
自
動

車
改
造
な
ど
を
展
開
し
、
今
に
至
っ

て
い
る
。
今
後
も
お
客
様
の
要
望
に

応
え
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
取
材
に
同
席
し
た
鈴

木
貴
大
専
務
取
締
役
は
、「
事
業
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
さ
ら
に

光
る
企
業
に
な
り
た
い
」
と
意
気
込

み
を
示
し
た
。

今
後
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
優
位
性
を

ど
の
よ
う
に
認
知
し
て
い
く
の
か
と
、

長
距
離
運
航
の
た
め
の
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
増
設
の
必
要
性
が
課
題
と
な
る
。

一
方
、
協
同
で
は
バ
イ
オ
ガ
ス
燃
料

車
の
実
用
化
に
も
成
功
し
て
お
り
、

天
然
ガ
ス
車
は
電
気
自
動
車
と
と
も

に
「
低
炭
素
社
会
実
現
」
の
一
翼
を

担
う
ク
ル
マ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：株式会社協同観光バス

本 社：行田市佐間１‐２０‐３６

電 話：０４８‐５５４‐２２５５

代 表 者：代表取締役社長 藤倉 武

資 本 金：６５００万円

従業員数：１５０名（�協同バスを含む）
事業内容：協同グループ 一般旅客自動車運送事業、

特定旅客自動車運送事業、自動車分解整

備、CNGエンジン開発製造、貨物自動車

運送事業、乗用旅客自動車運送事業など

DATA
会 社 名：�カキヌマ
本社・工場：〒３５４‐００４５ 入間郡三芳町上富２１５４‐１

電 話：０４９‐２５９‐６８２１ FAX０４９‐２５９‐６８７１

代 表 者：代表取締役社長 柿沼忠四郎

設 立：昭和４１年２月

資 本 金：１０（百万円）

従 業 員 数：５２名

事 業 内 容：木材の販売、軸組プレカット、羽柄合

板プレカット、ツーバフォー、住宅機器

http : //www.wood-kakinuma.co.jp/company/

北
部
�
協
同
観
光
バ
ス

低
公
害
Ｃ
Ｎ
Ｇ
バ
ス
で
、
全

国
各
地
か
ら
の
受
注
に
対
応

西
部

�
カ
キ
ヌ
マ

人
に
優
し
く
家
族
に
あ
た
た
か

い
、
居
心
地
の
い
い
家
を
提
供

柿沼忠四郎社長

三
芳
町
の
本
社
工
場

Ｃ
Ｎ
Ｇ
バ
ス

Ｃ
Ｎ
Ｇ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
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１．生体材料の開発と生体
適合性評価

２．福祉・介護・看護器機
の開発

学歴・略歴
森田 眞史
（もりた まさふみ）
１９７７年３月 信州大学大学
院繊維学研究科修士課程
修了 工学修士取得

１９８７年３月 工学博士取得
（東京工業大学 論文提
出による）

１９７７年４月 北里大学医学
部助手

１９８７年４月 北里大学医学
部専任講師

１９９０年４月 北里大学大学
院看護学研究科（兼任）

１９９６年４月 北里大学医学
部助教授

１９９８年４月 北里大学医療
衛生学部、同大学院医療
系研究科助教授

２００１年１０月 埼玉大学工学
部教授

２００２年４月 北里大学医療
衛生学部客員教授、北里
大学大学院看護学研究科
非常勤講師

（現在に至る）

生体材料は、ネックレスや指輪な
どの一時的に体表に接触するもの、

人工心臓や人工関節のように体内に永く埋植されるも
の、人工透析膜のように血液が体外で接触するもの、
等々、使用環境も目的も様々であり、安全性や信頼性
に対する要求度も大きく異なる。しかし、共通するこ
とは生物学的な安全性の保証である。優れた機能を有
する材料であっても、安全性が伴わなければ生体材料
としては甚だ不適格である。生体材料の開発には生体
適合性の確認が欠かせない。第二次世界大戦の最中、
米戦闘機パイロットが被弾し、体内に PMMA風防の
破片が深く食い込むという事態が生じた。幸い、残留
物は周囲組織に目立った異物反応を起さなかった。逆
に、このことが PMMAの生体親和性の証になったと
いう逸話が残る。昔、ある高名な医師に、「医とは何
か？」と問うた。ずいぶん不躾な話である。先生曰く、
「医者は病気を治さない。治すのは
患者自身である。生き物は命ある限
り、すべてに治癒力が備わっている。
それを最も効果的に発揮するように
誘導するのが医者の努めである。」
といった内容と記憶する。なるほど、
ご尤もで目から鱗である。しかし、
この論理で生体材料・人工臓器を批
評するならば、医療にとって人工材
料は甚だ分が悪い。人工臓器は、患

者の僅かばかり残された自然治癒力をも奪い去り、本
来は有りもしない人工物を体内に強要することに他な
らないからである。青雲の志（？）に萌えてこの道に
進んだ私としては、これは大変なショックであった。
現在、臨床応用されている生体材料は、金属材料、高
分子材料、無機材料と生体由来高分子材料がある。従
来は、生体類似の化学組成や構造をもつ材料は周囲組
織と反応し易いので、炎症反応、拒絶反応を引き起こ
し易いと危惧された。しかし、近年は組織の再生を狙
った組織工学や再生医学分野の研究進展が目覚しく、
これらは生体融合可能な基盤材料が欠かせない。ここ
にはかつての人工臓器の抱える“後ろめたい”は払拭
され、生体材料は本来の治療のあり方に十分に応えら
れるものになりつつある。図１、２に当研究室で行っ
ている研究の一部を写真で紹介する。説明の詳細は紙
面の都合で省略する。

１．電子機器用高周波磁性
材料・デバイスの研究開
発

２．地球温暖化防止のため
の熱電気変換材料の研究
開発

学歴・略歴
平塚 信之
（ひらつか のぶゆき）
昭和４４年３月 北海道大学
理学部化学科卒業

昭和４４年４月 富士電気化
学（現 FDK）�入社

昭和５１年３月 埼玉大学工
学部電子工学科助手

平成５年１月 埼玉大学工
学部電気電子工学科教授

平成５年４月 埼玉大学工
学部機能材料工学科教授

平成１８年４月 埼玉大学大
学院理工学研究科教授

現在に至る

日本電子材料技術協会副会
長
IEC（国際電気規格会議）
／TC５１（磁性部品及びフ
ェライト材料）国内委員会
委員長

埼玉大学が保有している特許・
技術をシーズとして、県内の�高

純度化学研究所、埼玉県産業技術総合センターな
ど８つの企業体・研究所が標記の課題で申請しま
したところ、「平成２１年度戦略的基盤技術高度化
支援事業」として採択され、現在プロジェクト委
員会を設立して推進しております。
１００�＝０．１�以下の超微粒子をナノ粒子と言い
まして化粧品などに実用されています。ナノサイ
ズのフェライト（酸化物磁性体）粒子を作製するの
は大変難しいのですが、当研究室では超音波で原
料溶液を霧状に噴霧してそれを電気炉中で熱分解
反応して作製しています。こうして作製したナノ
フェライト粒子の形態は図１に示すように１００�
以下の粒径になっていまして、
これを量産製造します。この
超微粒子に高分子化合物を加
えて薄いフィルムにして電波
吸収シートに応用しようとデ
バイス化の目標にしています。
従来の電波吸収シートの磁

性粉充填率は低く、有害電波の漏れが生じ、電磁
波ノイズを十分に吸収できません。そのため吸収
するにはシートを厚くしなければなりません。そ
れに対して図２に示すように
ナノフェライト粒子を用いる
と、高密度充填が可能になり、
電磁波の漏れがなく、電磁ノ
イズを完全に吸収できるよう
になります。また、薄くでき
るのでシートを折り曲げるこ
とが可能になります。
電子機器の使用周波数がGHz になってきてい
ますのでそれに対応できる電波吸収シートを販売
することを目指しています。このプロジェクトに
は化学薬品製造技術、マイクロ波装置製造技術、
高分子分散技術、シート製造技術、電波特性測定・
評価技術をもつ企業（産）、埼玉県産業技術総合
センター（官）と埼玉大学（学）が１つのチーム
を作って推進しており、埼玉県の新たな産業とし
て発展させようと考えていますので引き続きご支
援をお願い申し上げます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 根岸 茂文、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

次世代型生体材料・福祉医療機器の開発と
生体親和性の向上に関する研究

大学院理工学研究科人間支援生産科学部門 森 田 眞 史 教授

ナノフェライト粒子の量産製造技術の開発と
応用展開（経済産業省プロジェクト）

大学院理工学研究科 物質科学部門 平 塚 信 之 教授

図２

図１

図１ 剪断流を利用した細胞接着強度の測定
（DLC膜被覆処理により細胞接着力
は増加し、組織親和性が向上する）

図２ 体表面圧力分布測定装置と座位臀部
測定例
（褥瘡発生機序の生体力学的研究と
予防診断装置の開発を目指す）

―１６―



���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

研削加工では、従来使用されてきたWA砥石やGC砥
石は、耐摩耗性を示すダイヤモンドやCBN砥粒から成る
超砥粒ホイールに置き換わりつつあります。超砥粒ホール
を使って研削すると形状精度、表面粗さや残留応力などの
表面品位が向上しますが、最も硬い砥粒を構成要素として
いるため、使用に際してはいろいろなノウハウを会得する
必要があります。超砥粒ホイールによる総形研削までとな
ると、そこまで技術開発している企業は少ないと思います
が、当研究室では、超砥粒ホイールの利用に関する特許を
取得して、技術指導を行っています。
昨今の加工技術は、高能率や高精度だけでなく、地球環

境にも考慮することが求められています。特に、加工液に
関するコストは、設備投資や後処理なども含め、加工コス
トの１／２にも達すると言われています。また、加工液の

飛散は作業者の健康上の問題も有りますので、加工液の改
善に関する技術開発は急務です。当研究室では、切削・研
削における微量ミスト雰囲気中での加工条件の最適化に関
する研究を行っています。切削では、ミスト雰囲気中の方
がかえって加工能率が向上することが分かってきています
が、研削においてもミスト研削の方が良好な結果を得る条
件が存在するが分かってきました。
当研究室では、機械加工に関する研究だけでなく、ゴミ

の粉砕化技術開発も
行っています。今ま
でに研究依頼された
発泡スチロール、オ
ムツや木材の粉砕化
に成功しています。

スクラップアンドビルドの時代から、景観・歴史・生態
環境と調和した社会づくりが強く求められています。この
視点にたった環境の再構成が地域社会に必要です。
政治も地方の時代を目指しながら、地域の活性化を実現

できない状況にあります。地方がそれぞれの個性を見失な
ったままであるからです。自らの歴史を踏まえた新しく魅
力的な個性ある地域作りが必要です。
埼玉県内でも住民サイドの立場にたった様々なNPO法

人などが立ち上げられ、地域社会の発展に寄与する創造的
な活動が起こっています。
最近、２００９埼玉まちづくり展に参加されて頂いたおり、

深谷市における木犀グループや行田市におけるたび蔵ネッ
トワークなど様々な活動に触れることができました。
私の研究室でも、地元の活性化活動の一つとして、NPO

法人ひこうせんの施設計画に協力させて頂いております。
昨年は、行田市南河原に障害者の自立支援施設「それい

ゆ」の開設に協力させて頂き、現在は熊谷市星川通りに同
種の施設で、「径」のインテリア設計に協力中です。とも
にアートギャラリー機能を持った障害者の自立支援施設で
あるとともに、地域の交流スペースとしての施設として創
られています。
現在、研究室では「公共建築の再構成」を一つのテーマ

にしております。スクラップアンドビルドから建物の再利
用も含めた視点で、新しい公共建築の在り方を調査研究し
ております。公共スペースの有効活用の中から、まちづく
り及び街の活性化に繋げたいと考えております。
この活動を、広く民間の建築資産の有効活用にも発展さ

せ、地域の活性化に繋げて行きたいと考えております。是
非、埼経協の皆様とともに、埼玉県の活性化のための活動
をさせて頂きたいと考えております。
実務家としての経験をいかして地域振興のお手伝いがし

たいと考えております。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ダイヤモンド・CBNホイールの使用技術開発
発泡スチロール、木材、ゴミの粉砕化技術
ものつくり研究情報センター長 製造技能工芸学科 東 江 真 一 教授

東江真一（とうえしんいち）教授 工学博士、工学院大工学部修士、職業能力開発総合大学校助教授を経て２００１年からものつく
り大学教授。２００９年からものつくり研究情報センター長。主要業績、CBNホイールの総形成形に関する研究（砥粒加工学会熊
谷賞）取得特許２件。（連絡先：０４８‐５６４‐３８３２／toe@iot.ac.jp）

埼玉県の発展を願って
建設技能工芸学科 大 島 博 明 准教授

大島博明（おおしま ひろあき）准教授、建築家 坂倉建築研究所にて様々な公共建築及び民間施設の設計監理に従事し、株式
会社大島博明建築研究所設立、２００７年よりものつくり大学准教授、埼玉県生まれ、建築意匠・インテリア及び造園を統合した環
境設計。（連絡先：０４８‐５６４‐３８８４／oshima@iot.ac.jp）

粉砕化発泡スチロール（左）と木材（右）
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で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い

優
秀
な
パ
ー
ト
社
員
等
の
確
保
や
定

着
の
た
め
、
ぜ
ひ
県
の
事
業
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
方
法
・

応
募
用
紙
な
ど
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

《
埼
玉
県
の
勤
労
者
福
祉
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
》

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
07

/BL00/roudoupotal.htm
l

〈
問
合
せ
〉
県
勤
労
者
福
祉
課
（
０
４

８
―
８
３
０
―
４
５
１
７
）

彩
の
国
か
ら
第第５５１１回回

県
政
情
報従業員

３００人以下

５０人以下

１００人以下

１００人以下

９００人以下

３００人以下

３００人以下

２００人以下

資本金

３億円以下

５，０００万円以下

１億円以下

５，０００万円以下

３億円以下

３億円以下

３億円以下

５，０００万円以下

業 種

通常の業種

小売業

卸売業

サービス業

ゴム製品製造業

ソフトウェア業

情報処理サービス業

旅館業

―１８―



五

労
働
契
約
法
上
の

労
働
者
の
義
務
を

め
ぐ
る
問
題

�
労
基
法
下
の
労
働
者
の
義
務
の
概
念

の
希
薄
さ

労
働
契
約
法
で
は
、「
労
働
者
及
び

使
用
者
は
、
労
働
契
約
を
遵
守
す
る
と

と
も
に
、
信
義
に
従
い
誠
実
に
、
権
利

を
行
使
し
、
及
び
義
務
を
履
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第
三
条
第
四
項
）

と
定
め
て
い
る
。

労
働
契
約
も
民
事
上
の
契
約
で
あ
る

か
ら
、
両
当
事
者
の
関
係
は
、
権
利
・

義
務
関
係
に
立
っ
て
お
り
、
労
働
契
約

は
、
労
働
の
提
供
と
そ
の
対
価
と
し
て

の
賃
金
の
支
払
い
の
合
意
（
第
六
条
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
償
双
務
契
約（
当

事
者
双
方
が
互
に
対
価
的
な
意
味
を
持

つ
給
付
を
す
る
契
約
が
有
償
契
約
で
あ

り
、
双
務
契
約
は
当
事
者
の
双
方
が
互

い
に
債
務
を
負
担
す
る
契
約
で
あ

る
。）
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
労
働
者
も
労
働
契
約
を
締

結
し
た
場
合
に
は
契
約
上
の
義
務
（
債

務
）
を
負
う
の
で
あ
り
、
前
記
労
働
契

約
法
の
「
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
規
定
は
、
使
用
者
だ
け

で
な
く
労
働
者
に
つ
い
て
も
当
然
適
用

さ
れ
る
。

一
般
に
、
従
来
の
労
働
基
準
法
を
中

心
と
す
る
労
働
者
保
護
に
重
点
の
あ
る

時
代
に
お
い
て
は
、
労
働
基
準
法
は
、

「
労
働
条
件
は
、
労
働
者
が
人
た
る
に

価
す
る
生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充

た
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
規
定
さ
れ
、
こ
れ
は
日
本
国

憲
法
第
二
五
条
第
一
項
の
生
存
権
の
保

障
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
労
働
憲
章
的

な
規
定
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

憲
法
第
二
七
条
第
二
項
の
「
賃
金
、
就

業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条
件
に

関
す
る
基
準
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め

る
。」
と
い
う
規
定
に
基
づ
く
法
律
で

あ
る
労
基
法
は
、「
勤
労
条
件
に
関
す

る
基
準
」
を
定
め
る
法
律
と
し
て
、
労

働
者
保
護
を
第
一
と
し
て
施
行
さ
れ
て

き
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
最
低
労
働
条
件

基
準
の
実
現
の
た
め
に
、
労
働
基
準
法

で
は
、
違
反
に
対
し
て
は
刑
事
罰
が
定

め
ら
れ
、
労
働
基
準
監
督
制
度
に
よ
り
、

行
政
指
導
や
監
督
・
取
締
り
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
労
働
条
件
基
準
の
実
現
に

当
た
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
民
事
法
的

に
も
労
働
基
準
法
の
大
部
分
の
規
定
は

「
強
行
法
規
」
と
さ
れ
、
法
に
違
反
す

る
合
意
は
無
効
と
な
り
、
法
の
定
め
る

基
準
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
仕
組

み
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
従
来
は
、
労

働
基
準
法
を
中
心
と
す
る
労
働
条
件
上

の
労
働
者
と
い
う
も
の
の
権
利
が
強
調

さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
労
働
契
約

上
の
労
働
者
の
義
務
と
い
っ
た
概
念
は

極
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

�
労
働
契
約
上
の
労
働
者
の
義
務
の
内

容
は

労
働
契
約
法
は
、
労
働
基
準
法
の
こ

う
し
た
刑
事
上
の
強
行
法
規
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
が
ゆ
え
に
逆
に
罪
刑
法
定
主
義

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
規
制
す
る
事
項

も
限
ら
れ
、
労
使
当
事
者
間
の
自
由
で

自
主
的
か
つ
柔
軟
な
契
約
概
念
か
ら
離

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
近
時
の
労
働
形
態

や
労
働
者
意
識
の
多
様
化
を
反
映
し
た

契
約
法
が
必
要
と
な
っ
て
制
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
別
的
労

働
関
係
に
つ
い
て
は
、
民
法
に
代
わ
る

特
別
法
と
し
て
、
基
本
的
に
は
権
利
・

義
務
関
係
の
集
大
成
と
し
て
、
労
働
契

約
法
が
定
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
労

働
基
準
法
が
、
事
業
に
使
用
さ
れ
て
従

属
下
に
あ
る
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め

に
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
罰
則
を
背

景
と
し
て
設
定
し
て
い
る
も
の
と
は
異

な
り
、
労
働
契
約
と
い
う
労
働
者
・
使

用
者
と
い
う
両
当
事
者
の
間
の
合
意
に

基
づ
く
関
係
を
民
事
上
の
概
念
と
し
て

規
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来

雇
用
契
約
に
つ
い
て
の

民
事
法
と
し
て
の
基
本

法
で
あ
る
民
法
は
、
労

働
契
約
法
を
補
う
一
般

の
契
約
法
理
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
関
係
に

立
つ
も
の
と
し
て
労
働

契
約
法
が
労
働
関
係
に

つ
い
て
の
特
別
法
と
し

て
そ
の
中
心
に
な
る
と

い
う
新
た
な
展
開
を
見

せ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
前
述
の
と

お
り
、
労
働
契
約
を
有

償
双
務
契
約
関
係
に
立

っ
て
権
利
・
義
務
と
し

て
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、「
労

働
契
約
法
は
、
権
利
義

務
の
体
系
か
ら
考
え
る

と
、
労
働
力
の
提
供
と

報
酬
の
支
払
い
の
関
係
、
組
織
的
労
働

の
関
係
、
誠
実
配
慮
の
関
係
と
い
う
三

つ
の
関
係
に
分
け
て
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。」（
菅
野
和
夫
「
労
働
法
（
第

八
版
）」
七
〇
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
私
は
、
さ
ら
に
労
務
指
揮
権
の

関
係
、
人
事
権
の
関
係
、
職
場
管
理
権

の
関
係
を
加
え
て
六
つ
の
関
係
に
分
け

て
整
理
（
第
１
図
参
照
）
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
の
権
利
義
務

と
し
て
最
も
基
本
的
な
も
の
は
、
労
働

の
提
供
と
報
酬
の
支
払
い
と
い
う
そ
の

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
十
二
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
６
）

弁
護
士

安

西

�

第１図 労働契約上の労働者の義務

労働者

・労働提供上の履行義務（完全労働提供義務等）
・労務指揮上の義務（服務義務、実施義務等）
・人事配置上の義務（人事異動、昇格、出向義務等）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

・組織労働上の義務（企業秩序維持義務等）
・信義誠実上の義務（守秘義務、競業避止義務等）
・職場管理上の義務（安全衛生義務、規律保持義務等）

労 働 契 約

労働者の義務

会 社

�

連載
�
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中
核
的
関
係
に
お
け
る
権
利
義
務
で
あ

る
。
そ
こ
で
第
一
の
労
働
者
の
義
務
で

あ
る
労
働
の
提
供
義
務
は
、
民
法
の
原

則
に
従
っ
て
「
債
務
の
本
旨
」（
民
法

第
四
一
五
条
）
に
従
っ
た
労
働
の
給
付

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
行
わ

な
か
っ
た
と
き
は
債
務
不
履
行
と
な
る

と
い
う
権
利
義
務
に
立
つ
の
で
あ
る
。

労
働
契
約
の
目
的
で
あ
る
労
働
の
提
供

は
労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
労
働
の

完
全
な
提
供
の
履
行
義
務
と
い
え
る
。

第
二
は
、
労
働
の
提
供
は
、
個
々
人

の
勝
手
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

使
用
者
の
指
揮
命
令
に
従
っ
て
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
労
働
者
の
労
働
義
務
の
履
行

に
つ
い
て
の
使
用
者
が
有
す
る
指
揮
命

令
の
権
限
は
、
労
務
指
揮
権
と
称
さ
れ

て
い
る
。
労
務
指
揮
権
は
、
労
働
者
が

労
働
契
約
に
よ
っ
て
労
働
力
の
提
供
の

義
務
を
履
行
す
る
こ
と
は
自
己
の
労
働

力
の
処
分
権
を
合
意
に
よ
っ
て
使
用
者

に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対
す

る
指
揮
命
令
権
を
有
し
、
労
働
力
の
有

効
な
活
用
を
な
し
得
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
基
本
的
な
権
限
を
有
す
る
こ
と
に

な
る
。

第
三
は
、
労
働
者
が
使
用
者
の
人
事

権
の
行
使
に
従
う
義
務
を
負
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
「
使
用
者
の
労
働
者

に
対
す
る
『
人
事
権
』
と
は
、
最
も
広

義
に
は
、
労
働
者
を
企
業
組
織
の
構
成

員
と
し
て
受
け
入
れ
、
組
織
の
な
か
で

活
用
し
、
あ
る
い
は
組
織
か
ら
放
逐
す

る
一
切
の
権
限
を
指
す
と
い
え
よ
う
。

よ
り
狭
義
に
は
、
人
事
権
と
は
、
採
用
、

配
置
、
異
動
、
人
事
考
課
、
昇
進
、
昇

格
、
降
格
、
休
職
、
解
雇
な
ど
、
企
業

組
織
に
お
け
る
労
働
者
の
地
位
の
変
動

や
処
遇
に
関
す
る
使
用
者
の
決
定
権
限

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。」（
菅

野
前
掲
書
七
二
頁
）
も
の
で
あ
る
。

第
四
は
、
組
織
労
働
上
の
労
働
者
と

し
て
の
義
務
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労

働
者
の
労
務
の
提
供
は
一
人
親
方
の
よ

う
な
独
立
し
た
自
己
完
結
的
な
労
働
で

は
な
く
、
企
業
に
お
け
る
相
関
連
す
る

組
織
の
立
場
に
お
け
る
労
働
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
企
業
と
し
て
暫
定
の
目

的
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
労
働
な
の
で

あ
る
。
事
業
の
経
営
主
体
と
し
て
の
使

用
者
は
、
労
働
契
約
に
よ
っ
て
多
数
の

労
働
者
を
雇
い
入
れ
て
、
事
業
目
的
の

た
め
に
労
働
者
を
有
機
的
に
組
織
づ
け
、

分
子
構
造
の
よ
う
に
関
連
づ
け
、
そ
の

各
自
か
ら
提
供
さ
れ
る
労
働
力
を
相
乗

的
に
利
用
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
労

働
に
お
い
て
は
、
何
よ
り
も
「
規
律
と

共
同
が
重
ん
じ
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

第
五
は
、
契
約
の
通
則
的
な
義
務
で

あ
る
信
義
誠
実
関
係
上
の
義
務
で
あ
る
。

労
働
契
約
に
お
い
て
は
、「
そ
の
人
的
・

継
続
的
な
性
格
に
由
来
し
て
の
信
頼
関

係
が
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
」
で
あ
り
、

労
働
契
約
法
に
お
い
て
も
信
義
誠
実
の

原
則
が
定
め
ら
れ
、
特
に
労
働
契
約
法

に
お
い
て
も
確
認
的
に
規
定
さ
れ
て
い

る
理
由
が
あ
る
。

そ
し
て
信
義
則
上
の
義
務
と
し
て
は
、

当
事
者
双
方
が
相
手
方
の
利
益
に
配
慮

し
、
信
義
誠
実
に
行
動
す
る
こ
と
を
要

請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
労
働
者
側

に
お
い
て
も
守
秘
義
務
、
競
業
避
止
義

務
、
名
誉
信
用
保
持
義
務
等
と
い
っ
た

多
様
な
義
務
を
負
う
理
由
が
存
在
す
る
。

第
六
は
、
職
場
管
理
上
の
管
理
権
に

従
う
義
務
で
あ
る
。
労
働
者
が
提
供
す

る
労
働
は
、
使
用
者
の
設
置
し
た
場
所
、

施
設
、
機
器
等
を
用
い
、
多
数
の
労
働

者
が
職
場
の
中
に
お
い
て
集
団
共
同
生

活
を
行
っ
て
お
り
、
労
働
者
の
生
命
、

身
体
の
安
全
や
健
康
管
理
さ
ら
に
施
設

管
理
面
か
ら
の
職
場
の
秩
序
の
維
持
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
労
働
者
の
遵
法

義
務
も
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

�
労
働
提
供
義
務
の
特
徴
と
は

労
働
契
約
は
、「
労
働
者
が
使
用
者

に
使
用
さ
れ
て
労
働
し
、
使
用
者
が
こ

れ
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
こ
と
に
つ

い
て
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
合
意
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。」（
労
契

法
第
六
条
）
債
権
契
約
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
本
契
約
の
権
利
義
務
の
最
も
基

本
的
な
も
の
は
、
労
働
力
の
提
供
と
賃

金
の
支
払
い
で
あ
る
。
労
働
者
側
で
は

労
働
提
供
義
務
、
使
用
者
側
で
は
賃
金

支
払
義
務
が
そ
れ
で
あ
る
。

労
働
契
約
に
関
し
、
労
働
者
側
の
負

う
義
務
の
基
本
的
な
も
の
は
右
の
と
お

り
労
働
提
供
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務

に
つ
い
て
は
、
た
だ
単
に
「
寝
て
で
も

は
っ
て
で
も
と
に
か
く
会
社
に
出
勤
す

れ
ば
よ
い
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

命
じ
ら
れ
た
仕
事
が
完
全
に
で
き
る
心

身
の
状
態
で
出
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
義
務
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
労
働
の
提
供
は
「
債
務
の

本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
民
法
四
一
五
条
）
と
い
う

一
般
契
約
法
上
の
債
務
履
行
上
の
義
務

な
の
で
あ
る
。
最
高
裁
も
「
上
告
人
ら

が
、
本
件
業
務
命
令
に
よ
っ
て
指
定
さ

れ
た
時
間
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
出
張
・

外
勤
業
務
に
従
事
せ
ず
内
勤
業
務
に
従

事
し
た
こ
と
は
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ

た
労
務
の
提
供
を
し
た
も
の
と
は
い
え

ず
、
ま
た
、
被
上
告
人
は
、
本
件
業
務

命
令
を
事
前
に
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
指
定
し
た
時
間
に
つ
い
て
は
、
出

張
・
外
勤
以
外
の
労
務
の
受
領
を
あ
ら

か
じ
め
拒
絶
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で

あ
る
か
ら
、
上
告
人
ら
が
提
供
し
た
内

勤
業
務
に
つ
い
て
の
労
務
の
受
領
を
し

た
も
の
と
は
い
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、

被
上
告
人
は
、
上
告
人
ら
に
対
し
右
の

時
間
に
対
応
す
る
賃
金
の
支
払
い
義
務

を
負
う
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
て

い
る
（
昭
和
六
〇
・
三
・
七
最
高
裁
一

小
判
決
、
水
道
機
工
事
件
、
労
判
四
四

九
号
四
九
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
の
債
務
の
本

旨
に
従
っ
た
労
働
の
提
供
義
務
が
あ
っ

た
と
い
え
る
。
そ
の
義
務
の
履
行
と
は
、

労
働
者
は
所
定
の
労
働
日
に
心
身
と
も

に
完
全
な
労
働
が
で
き
る
状
態
で
、
か

つ
定
め
ら
れ
た
始
業
時
刻
ま
で
に
当
日

の
労
働
に
適
す
る
服
装
で
出
勤
し
、
労

働
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
労
働

提
供
義
務
」
を
労
働
者
と
し
て
は
負
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

�
多
様
な
労
働
者
の
義
務

労
働
者
が
提
供
す
べ
き
労
働
に
つ
い

て
は
、「
ど
ん
な
仕
事
を
、
何
時
ど
の

よ
う
に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
い

か
」
と
い
っ
た
指
示
が
な
け
れ
ば
労
働

力
の
提
供
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
こ
と
か
ら
し
て
、

指
揮
命
令
を
受
け
な
け
れ
ば
債
務
の
本

旨
に
従
う
履
行
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
指
揮
命
令

に
従
っ
た
労
働
を
す
る
と
い
う
の
が
、

基
本
的
な
契
約
上
の
義
務
で
あ
る
。「
労

働
義
務
は
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
の
権

限
を
予
定
し
、
ま
た
誠
実
労
働
義
務
を

包
含
す
る
。
つ
ま
り
、
労
働
契
約
の
合

意
内
容
の
枠
内
で
、
労
働
の
内
容
・
遂

行
方
法
・
場
所
な
ど
に
関
す
る
使
用
者

の
指
揮
に
従
っ
た
労
働
を
誠
実
に
遂
行

す
る
義
務
が
労
働
義
務
で
あ
る
。
そ
し

て
使
用
者
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
に
対

し
て
報
酬
と
し
て
契
約
で
定
め
ら
れ
た

賃
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。」（
菅
野

和
夫
「
労
働
法
第
八
版
」
七
一
頁
）
の
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で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
労
働
の
提
供
は
、
所
定

の
ル
ー
ル
に
従
い
、
一
定
の
秩
序
と
規

律
を
も
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
殊
に
、
多
数
従
業
員
の
労
働
提
供

が
「
有
機
的
に
行
わ
れ
る
現
代
の
企
業

の
も
と
に
お
い
て
は
、
な
に
よ
り
も
職

場
に
お
け
る
規
律
と
協
同
が
重
ん
じ
ら

れ
」（
昭
和
四
八
・
六
・
二
九
静
岡
地

裁
判
決
、
国
鉄
静
岡
管
理
局
事
件
、
労

民
集
二
四
・
三
・
三
七
四
）
る
の
で
あ

る
。そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
各
種
の
義
務

を
負
う
法
的
な
基
礎
は
、
労
働
契
約
に

あ
る
。
労
働
契
約
は
人
的
・
継
続
的
な

契
約
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
は
労
働
力
の

提
供
と
そ
の
利
用
を
目
的
と
す
る
高
度

に
人
的
な
（
人
と
人
と
の
結
合
の
）
関

係
を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
。
判
例
で
も
「
企
業
に
お
け
る

雇
傭
関
係
は
単
な
る
物
理
的
労
働
力
の

提
供
の
関
係
を
超
え
て
、
一
種
の
継
続

的
な
人
的
関
係
と
し
て
相
互
信
頼
を
要

請
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
わ
が
国

に
お
け
る
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
終
身
雇
傭

制
が
行
わ
れ
て
い
る
社
会
で
は
一
層
そ

う
で
あ
る
」（
昭
四
八
・
一
二
・
一
二

最
高
裁
大
法
廷
判
決
、
三
菱
樹
脂
事
件
、

民
集
二
七
・
一
一
・
一
五
三
六
）
と
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
労
働
契
約
は
一

種
の
継
続
的
な
人
的
関
係
と
し
て
把
握

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
労
働
契
約
が
成
立

す
る
と
、
労
働
者
は
従
業
員
と
し
て
企

業
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
職
場
秩
序
に

従
い
使
用
者
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
労

務
に
服
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
労

働
者
も
各
種
の
義
務
を
負
う
。
そ
れ
を

ま
と
め
る
と
第
２
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

定
額
残
業
手
当
と
は
、
毎
月
一
定
額
の
賃
金
を

残
業
手
当
相
当
分
と
し
て
、
基
本
給
等
と
は
別
途

に
「
手
当
」
と
し
て
支
払
う
も
の
を
い
う
。

こ
の
よ
う
な
定
額
な
い
し
固
定
時
間
分
の
割
増

賃
金
額
（
手
当
）
や
月
額
給
与
に
割
増
賃
金
を
含
む

賃
金
制
度
が
有
効
な
た
め
に
は
「
賃
金
中
の
い
く

ら
が
割
増
賃
金
額
に
あ
た
る
か
を
そ
れ
以
外
の
賃

金
部
分
と
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

割
増
賃
金
相
当
分
を
控
除
し
た
基
礎
賃
金
に
よ
っ

て
計
算
し
た
割
増
賃
金
の
額
と
右
割
増
賃
金
相
当

額
と
が
比
較
対
照
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」

（
平
成
元
年
八
月
一
〇
日
高
知
地
裁
判
決
、
高
知

観
光
事
件
）
と
い
う
の
が
判

例
上
の
原
則
で
あ
っ
て
、「
通

常
の
労
働
時
間
の
賃
金
と
割

増
賃
金
と
の
区
別
が
つ
か
な

い
以
上
、
歩
合
給
の
支
給
に

よ
り
割
増
賃
金
が
支
払
わ
れ

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」（
平

成
六
年
六
月
一
三
日
最
高
裁

二
小
判
決
、
同
上
告
事
件
）
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
定
額
残
業
手
当
は
、
あ
く
ま
で
も

内
払
い
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
労
働
者
が

時
間
外
労
働
を
し
た
場
合
に
、
正
規
に
残
業
手
当

を
計
算
し
、
実
際
計
算
額
の
方
が
定
額
手
当
分
よ

り
多
く
な
る
と
き
は
、
そ
の
差
額
支
給
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
定
額
残
業
手
当
制
度
に
お
い
て
、
実
際

計
算
額
の
方
が
少
な
く
定
額
残
業
手
当
の
過
払
い

で
あ
っ
た
月
に
つ
い
て
は
、
そ
の
過
払
い
分
を
翌

月
に
繰
り
越
し
て
、
翌
月
分
の
残
業
手
当
に
充
当

す
る
と
い
っ
た
支
給
方
法
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
過
払
い
分
を
繰
り
越
し
て
翌
月
の

残
業
手
当
に
充
当
す
る
と
い
う
制
度
も
就
業
規
則

（
賃
金
規
定
）
に
明
白
に
定
め
、
適
正
に
実
施
す

る
限
り
こ
れ
を
無
効
と
す
る
理
由
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
毎
月
一
定
時
間
分
又
は
一
定
の
金

額
の
時
間
外
勤
務
手
当
（
深
夜
割
増
を
含
ん
で
よ

い
。）
を
定
額
で
支
給
す
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
お
り
、
一
方
に
お
い
て
実
際
の
残
業
時

間
の
計
算
に
基
づ
く
残
業
手
当
が
定
額
制
の
残
業

手
当
に
比
べ
て
少
な
く
て
、
使
用
者
側
の
過
払
い

と
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
を
明
白
に
翌
月
に
繰
り
越

し
て
、
翌
月
分
で
精
算
し
て
い
く
こ
と
を
定
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
、
労
使
の
間
の
賃
金
決
定
の
自

由
の
範
囲
内
の
も
の
と
し
て
適
法
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
精
算
方
式
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
有
効
と
す
る
次
の
よ
う
な
判
決
が
出
さ
れ

た
。本

件
「
管
理
手
当
が
時
間
外
・
深
夜
労
働
割
増

賃
金
の
内
払
い
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
み
る
に
、

原
告
の
労
働
条
件
通
知
書
兼
同
意
書
に
は
、
管
理

手
当
に
つ
き
『
月
単
位
の
固
定
的
な
時
間
外
手
当

の
内
払
い
と
し
て
、
総
合
職
八
万
円
、
一
般
職
六

万
円
を
支
給
』
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
但
し
、

今
後
当
該
従
業
員
の
時
間
外
労
働
時
間
の
実
情
に

応
じ
て
金
額
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。』」
こ

と
と
し
、「
被
告
の
給
与
規
定
に
も
『
管
理
手
当

は
、
月
単
位
の
固
定
的
な
時
間
外
手
当
の
内
払
い

と
し
て
、
各
人
ご
と
に
決
定
す
る
』」
と
し
、
実

際
の
「
計
算
金
額
と
管
理
手
当
の
間
で
差
額
が
発

生
し
た
場
合
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
支
給

し
、
超
過
分
に
つ
い
て
は
会
社
は
こ
れ
を
次
月
以

降
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。」

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ら
の
事
実

に
照
ら
せ
ば
、
管
理
手
当
は
時
間
外
・
深
夜
労
働

割
増
賃
金
の
内
払
い
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。」

と
判
示
し
、「
超
過
分
に
つ
い
て
は
被
告
が
こ
れ

を
次
月
以
降
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
」
旨
の

取
扱
い
が
有
効
と
さ
れ
た
（
平
成
二
一
年
三
月
二

七
日
東
京
地
裁
判
決
、
Ｓ
Ｆ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

事
件
）。

定
額
残
業
手
当
の

過
払
い
繰
り
越
し

弁
護
士

安
西

�

第２図 労働契約上の労働者の義務（就業規則化）

労働者

（義務の内容）
�完全な労働提供義務
�業務命令に従う義務
�法令遵守と適正業務遂行義務
�職務上の誠実義務
�職場秩序維持義務
�人事権に従う義務（人事異動義務）
�職場労働環境保持義務（セクハラ・パワハラスメ
ント禁止義務も）

	業務の促進義務

忠実（勤務）義務
�業務上の注意義務
�職務専念義務（勤務中の私用・職場離脱の禁止）
信用保持義務（企業の信用・社員の名誉の保持）
�企業秘密の守秘義務（退職後の競業禁止特約も）
�個人情報の守秘義務（個人情報保護）
�内部告発ルールの遵守義務（公益通報者保護法）
�兼業禁止義務
�背信行為禁止義務（信頼関係保持義務）
�安全作業義務
�自己保健義務
�協調・協力義務（使用者・同僚との関係）

労 働 契 約

労働者の義務（有償双務契約）

使用者
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第
六
回
利
根
会
長
杯
争
奪
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
は
当
初
予
定
の
十
一
月
十
一
日

�
が
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な
り
、
十

二
月
二
日
�
に
延
期
し
て
、
武
蔵
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

十
六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
社
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
プ

レ
ー
は
イ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
日
頃

の
腕
前
を
競
っ
た
。

利
根
会
長
杯
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
）
は
、
ア
ウ
ト
四
十
六
、
イ
ン
五
十

一
、
グ
ロ
ス
九
十
七
、
ネ
ッ
ト
七
十
三
・

〇
で
吉
田
守
氏
（
シ
リ
コ
ニ
ッ
ト
代
表

取
締
役
社
長
）
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
十
一
、
イ
ン

四
十
三
、
グ
ロ
ス
八
十
四
、
ネ
ッ
ト
七

十
三
・
二
で
杉
田
圭
三
氏
（
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総

合
経
営
研
究
所
社
長
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
優
勝
は
杉
田
氏
が
ベ

ス
グ
ロ
賞
と
と
も
に
獲
得
し
、
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
は
藤
倉
孝
治
氏
（
幸
手
都
市

ガ
ス
会
長
）
が
ア
ウ
ト
四
十
八
、
イ
ン

四
十
三
、
グ
ロ
ス
九
十
一
、
ネ
ッ
ト
七

十
五
・
四
で
優
勝
し
た
。（
主
な
成
績

は
別
表
の
通
り
）

細
沼
競
技
委
員
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

表
彰
式
に
移
り
、
会
長
杯
、
準
優
勝
杯
、

そ
の
他
の
優
勝
杯
・
準
優
勝
杯
が
、
細

沼
競
技
委
員
長
よ
り
、
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
等
で
盛
り
上

が
り
、
当
初
の
目
的
の
懇
親
が
図
ら
れ

た
。な

お
、
次
回
は
、
六
月
二
日
�
武
蔵

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

吉吉
田田

守守
氏氏（（
シシ
リリ
ココ
ニニ

ッッ
トト
社社
長長

））初初
ＶＶ

第
６
回
利
根

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第６回利根会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
平成２１年１２月２日� 武蔵カントリークラブ 笹井コース

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順 位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット 各 賞

優 勝 吉田 守 シリコニット 社 長 ４６ ５１ ９７２４．０７３．０

準優勝 杉田 圭三 ＣＷＭ総合
経営研究所 社 長 ４１ ４３ ８４１０．８７３．２ ベスグロ

３位 田口米太郎 関 電 工 埼玉 支 店
営業部部長 ４７ ４５ ９２１８．０７４．０

４位 前田 知憲 ハ ー ベ ス 社 長 ４３ ４２ ８５１０．８７４．２

５位 荻野 芳朗 ピックルスコー
ポレーション 社 長 ４７ ５３ １００２５．２７４．８

２．シニアの部

優 勝 杉田 圭三 ＣＷＭ総合
経営研究所 社 長 ４１ ４３ ８４１０．８７３．２

準優勝 田口米太郎 関 電 工 埼玉 支 店
営業部部長 ４７ ４５ ９２１８．０７４．０

３．グランドシニア

優 勝 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４８ ４３ ９１１５．６７５．４

細
沼
競
技
委
員
長
か
ら
優
勝
杯
（
利
根

会
長
杯
）
を
授
与
さ
れ
る
シ
リ
コ
ニ
ッ

ト
吉
田
社
長
�右

準
優
勝
杯
を
授
与
さ
れ
る

杉
田
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所
社
長
�右

初
参
加
の

あ
す
か
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
佐
藤
社
長

参
加
者
全
員
の
記
念
撮
影

初
参
加
の
ハ
ー
ベ
ス
前
田
社
長

初
参
加
の

日
本
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
佐
藤
社
長

―２２―
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平平
成成
２２２２
年年
度度
のの
大大
学学
、、
短短
期期
大大
学学
及及
びび

高高
等等
専専
門門
学学
校校
卒卒
業業
予予
定定
者者
のの
就就
職職
・・

採採
用用
活活
動動
にに
係係
るる
取取
扱扱
等等
にに
つつ
いい
てて

埼
玉
音
楽
文
化
協
会
（
利
根
忠
博
会

長
）
が
協
賛
し
た
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
主
催
�
埼
玉
県
障
害

者
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

�
埼
玉
県
障
害
者
福
祉
推
進
課
）
が
十
一

月
二
十
一
日
〜
十
二
月
十
三
日
の
期
間
で

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
障
害
者
が

創
り
出
す
作
品
の
「
芸
術
性
」「
創
造
性
」

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
そ
の
社
会

的
評
価
を
高
め
、
将
来
的
に
は
障
害
者
の

社
会
参
加
や
経
済
的
自
立
に
結
び
つ
け
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
取
組
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
十
一
月
二
十
一
日
�
、

二
十
二
日
�
に
は
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術

劇
場
小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
近
藤
良
平
と

障
害
者
に
よ
る
ダ
ン
ス
公
演
「
突
然
の
、

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
が
開
催
さ

れ
た
。
近
藤
良
平
氏
は
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
コ
ン
ド
ル
ズ
の
主
宰
で
、
ダ
ン
サ
ー
・

振
付
家
と
し
て
世
界
二
十
カ
国
以
上
で
公

演
し
活
躍
し
て
い
る
。
公
演
の
冒
頭
に
は

舞
台
に
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
が
登
場
、

近
藤
良
平
氏
と
の
掛
け
合
い
に
よ
り
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
の
目
的
・
趣
旨
な
ど

を
紹
介
し
た
。
近
藤
氏
は
、「
共
演
す
る

子
ど
も
た
ち
と
長
期
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
敢
行
し
本
日
に
臨
ん
で
い
る
が
、
練

習
の
中
で
も
表
現
や
表
情
な
ど
で
毎
回
新

た
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
才

能
に
今
後
の
可
能
性
を
感
じ
た
」
と
ふ
り

か
え
っ
た
。
舞
台
で
は
近
藤
氏
ら
ダ
ン
サ

ー
と
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
、
コ
ン
ト
な

ど
が
演
じ
ら
れ
、
満
員
と
な
っ
た
会
場
で

は
来
場
者
が
そ
の
身
体
表
現
や
表
情
な
ど

の
素
晴
ら
し
さ
に
一
体
と
な
り
拍
手
し
、

感
動
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

埼
玉
音
楽
文
化
協
会
（
埼
玉
音
協
）
は
、

本
会
の
下
部
組
織
と
し
て
主
に
落
語
や
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
主
催
事
業
、
各
種
チ
ケ

ッ
ト
の
斡
旋
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

貢
献
の
一
環
と
し
て
県
や
教
育
局
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
伝
統
芸
能
な
ど
も
含
む
文

化
事
業
に
協
力
・
協
賛
し
て
い
る
。

◆
埼
玉
県
障
害
者

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
◆

◇
開
催
期
間
�
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十

一
日
�
〜
十
二
月
十
三
日
�

◇
開
催
内
容

舞
台
芸
術

�
近
藤
良
平
と
障
害
者
に
よ
る
ダ
ン
ス
公

演
「
突
然
の
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
」・
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
小
ホ
ー

ル
�
ジ
ェ
ニ
ー
・
シ
ー
レ
イ
の
演
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
小
ホ

ー
ル

美
術

�
「
私
た
ち
の
目
」
展
・
埼
玉
県
立
近
代

美
術
館

�
視
覚
障
害
者
と
楽
し
む
美
術
作
品
鑑
賞

会
・
埼
玉
県
立
美
術
館

協
賛
事
業

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
障
害
者
ア
ー
ト
の
魅

力
と
可
能
性
」・
埼
玉
県
立
近
代
美
術

館
�
障
害
者
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
ユ
ー
モ

ラ
」・
パ
ル
コ
浦
和
店
特
設
会
場

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
・
求
職

秩
序
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
２２
年
度
の
大
学
、
短
期
大

学
及
び
高
等
専
門
学
校（
以
下「
大
学
等
」

と
い
う
。）
卒
業
予
定
者
の
採
用
選
考
開

始
期
日
、
採
用
内
定
開
始
期
日
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
２１
年
度
と
同
様
に
企
業

側
は
「
大
学
卒
業
予
定
者
・
大
学
院
修
士

課
程
修
了
予
定
者
等
の
採
用
選
考
に
関
す

る
企
業
の
倫
理
憲
章
」（
以
下
「
倫
理
憲

章
」
と
い
う
。）
を
、
大
学
等
側
は
「
平

成
２２
年
度
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専

門
学
校
卒
業
・
修
了
予
定
者
に
係
る
就
職

に
つ
い
て
（
申
合
せ
）」（
以
下
「
申
合
せ
」

と
い
う
。）
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
、
こ
れ
ら

を
双
方
が
尊
重
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
公
共
職
業
安
定
機
関

に
お
い
て
は
、
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
適

正
な
就
職
・
採
用
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

求
人
求
職
の
秩
序
の
維
持
、
公
平
・
公
正

な
採
用
の
確
保
、
採
用
内
定
取
消
し
の
防

止
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
倫
理
憲

章
及
び
申
合
せ
を
踏
ま
え
、
下
記
の
と
お

り
取
り
扱
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
趣
旨
に
つ
き
ま

し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
大
学
等
卒
業
予

定
者
の
就
職
・
採
用
活
動
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

記

１

公
共
職
業
安
定
機
関
に
お
け
る

取
扱
い

倫
理
憲
章
及
び
申
合
せ
の
内
容
を
踏
ま

え
、
平
成
２２
年
度
の
公
共
職
業
安
定
機
関

に
お
け
る
取
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

�
求
人
票
等
の
展
示
・
公
開
の
取
扱
い
に

つ
い
て

平
成
２２
年
度
大
学
等
卒
業
予
定
者
に
係

る
求
人
票
、
求
人
事
項
等
は
、
平
成
２２
年

４
月
１
日
以
降
に
展
示
・
公
開
す
る
。

な
お
、
平
成
２２
年
４
月
１
日
前
に
求
人

を
受
理
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
求

人
者
に
求
人
票
展
示
・
公
開
日
等
に
つ
い

て
説
明
を
し
、
了
解
を
求
め
て
お
く
。

�
公
共
職
業
安
定
機
関
が
作
成
す
る
求
人

情
報
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に
つ
い
て

大
学
等
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求

人
要
項
記
載
の
あ
る
求
人
情
報
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
の
発
行
は
、
平
成
２２
年
４
月
１

日
以
降
と
す
る
。

�
公
共
職
業
安
定
機
関
が
主
催
す
る
学
生

対
象
の
就
職
面
接
会
に
つ
い
て

公
共
職
業
安
定
機
関
が
主
催
す
る
大
学

等
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接

会
は
、
求
人
の
展
示
・
公
開
開
始
以
降
、

大
学
等
の
学
事
日
程
等
に
も
配
慮
し
つ
つ
、

求
人
状
況
等
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
開
催

す
る
。

�
専
修
学
校
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

倫
理
憲
章
及
び
申
合
せ
は
、
平
成
２２
年

度
専
修
学
校
卒
業
予
定
者
、
公
共
職
業
能

力
開
発
施
設
等
長
期
間
訓
練
課
程
修
了
予

定
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

公
共
職
業
安
定
機
関
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
も
大
学
等
卒
業
予
定
者
と
同
様
の
取
扱

い
と
す
る
。

２

公
平
・
公
正
な
採
用
の
確
保
等

公
共
職
業
安
定
機
関
と
し
て
は
、
事
業

主
に
対
し
、
公
平
・
公
正
な
採
用
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
次
の
点
に
つ
い
て
理
解
の

促
進
を
図
る
。

�
高
校
卒
業
予
定
者
等
の
安
定
的
な
採
用

の
確
保
を
図
る
こ
と
。

�
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
趣
旨
に
沿
っ

た
採
用
活
動
を
行
う
こ
と
。

�
学
生
の
自
由
な
就
職
活
動
を
妨
げ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

�
募
集
の
中
止
及
び
募
集
人
員
の
削
減
、

採
用
内
定
取
消
し
並
び
に
入
職
時
期
繰

下
げ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
的
確
な
採
用

計
画
に
基
づ
い
て
採
用
内
定
を
行
う
こ

と
。

�
新
規
学
卒
者
以
外
に
も
多
く
の
若
年
者

が
応
募
で
き
る
よ
う
、
応
募
機
会
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
。

障障
害害
者者
のの
「「
芸芸
術術
性性
」」「「
創創

造造
性性
」」
にに
スス
ポポ
ッッ
トト
ララ
イイ
トト

埼
玉
労
働
局
長

「
突
然
の
、何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

に
出
演
し
た
子
ど
も
た
ち

―２３―
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提
言
「
改
め
て
道
州
制
の
早
期
実
現
を

求
め
る
」
公
表

―
地
方
分
権
改
革
推
進
や
先
行
的
取
り

組
み
支
援
な
ど
課
題
提
示

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
１０
月

２０
日
、
提
言
「
改
め
て
道
州
制
の
早
期
実
現
を
求

め
る
」
を
公
表
し
、
新
政
権
を
は
じ
め
関
係
方
面

に
建
議
し
た
。

提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
道
州
制
の
姿

道
州
制
は
分
権
改
革
の
究
極
の
姿
で
あ
る
。
道

州
制
の
も
と
で
は
、
現
在
の
国
の
権
限
、
財
源
、

人
員
の
ほ
と
ん
ど
が
基
礎
自
治
体
と
道
州
に
移
さ

れ
る
。
基
礎
自
治
体
は
住
民
に
最
も
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
道
州
は
基
礎
自
治
体
を
補

完
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
地
域
の
発
展

に
資
す
る
政
策
を
担
う
。
一
方
、
国
は
外
交
や
安

全
保
障
な
ど
の
対
外
政
策
や
市
場
機
能
の
円
滑
化

の
た
め
の
ル
ー
ル
整
備
と
い
っ
た
職
務
に
専
念
で

き
る
。

■
道
州
制
の
意
義
・
目
的

こ
う
し
た
役
割
分
担
に
よ
り
、行
政
の
効
率
化
・

合
理
化
と
と
も
に
、国
と
地
方
双
方
の
政
策
立
案
・

遂
行
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
地
方
で
は
、
各
地
域
が
自
ら
の
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
、
多
様
な
地
域
経
営
を
実
行
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
産
学
連
携
を
核

と
し
た
産
業
集
積
や
人
材
育
成
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
、
広
域
医
療
な
ど
、
現
在

の
都
道
府
県
の
枠
組
み
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
課
題
に
も
、
効
率
的
、
効
果
的
に
対
応
で

き
る
。

基
礎
自
治
体
や
道
州
が
こ
う
し
た
役
割
を
担
う

た
め
に
は
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
財
政
面
で
も
自

立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現
在
の
国
と
地
方

の
税
財
源
構
造
の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

■
道
州
制
導
入
に
向
け
て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題

第
１
に
、
国
か
ら
地
方
に
対
す
る
権
限
、
財
源
、

人
員
の
移
譲
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
分
権
改
革
を

着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
規
制
改
革
や
官
業
の

民
間
開
放
に
よ
り
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

第
２
に
、
道
州
制
の
導
入
に
向
け
た
先
行
的
な

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

北
海
道
で
は
道
州
制
特
区
に
関
す
る
取
り
組
み
が
、

関
西
で
は
、
関
西
広
域
連
合
の
設
立
に
向
け
た
動

き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は

将
来
の
道
州
制
の
導
入
に
つ
な
が
る
動
き
で
あ
り
、

全
国
各
地
で
同
様
の
動
き
を
進
め
る
た
め
に
も
、

道
州
制
特
区
制
度
を
見
直
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
強
力
に
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
３
に
、
道
州
制
導
入
の
足
が
か
り
と
し
て
、

政
府
の
検
討
体
制
や
法
制
度
を
着
実
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
道
州
制
の
導
入
に
関
す
る
検
討
機

関
を
内
閣
に
設
置
し
、
そ
こ
で
道
州
制
を
進
め
る

う
え
で
の
基
本
理
念
や
手
順
な
ど
を
定
め
る
「
道

州
制
推
進
基
本
法
」
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

第
４
に
、
道
州
制
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
、
電
子

行
政
・
電
子
社
会
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
道
州

制
の
導
入
に
よ
り
、
複
数
の
県
が
合
併
す
る
と
、

多
く
の
場
所
で
州
都
ま
で
の
距
離
が
遠
く
な
り
、

ア
ク
セ
ス
が
不
便
に
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

電
子
行
政
が
実
現
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
州
都
ま
で

出
向
か
な
く
て
も
、
自
宅
や
職
場
で
簡
単
に
行
政

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
道
州
制
の
導
入
を
国
民
的
な
動
き
と

し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
支
持
を
受

け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
経
団
連
で
は
、

各
地
の
経
済
団
体
と
連
携
し
て
、
各
地
で
道
州
制

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
た
が
、
今
後
も
各

地
で
対
話
の
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

今
後
、
道
州
制
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
た
め
の
漫
画
を
活
用
し
た
冊
子
の
発
行
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

提
言
「
経
済
危
機
か
ら
の
脱
却
と
持
続

的
な
成
長
の
実
現
に
向
け
た
金
融
の
あ

り
方
」
公
表

―
金
融
面
で
の
政
策
的
な
対
応
な
ど

日
本
経
団
連
は
１１
月
９
日
、
提
言
「
経
済
危
機

か
ら
の
脱
却
と
持
続
的
な
成
長
の
実
現
に
向
け
た

金
融
の
あ
り
方
」
を
公
表
し
た
。

ま
ず
、
わ
が
国
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
、
最
悪

期
を
脱
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
自
律
的
な

回
復
過
程
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
先
行
き
も
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
し
、
大
幅
な
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
か
ら
、
物
価
下
落
、
資
産
デ
フ

レ
も
懸
念
さ
れ
る
と
も
指
摘
。

企
業
金
融
に
つ
い
て
は
、
格
付
け
の
高
い
大
企

業
を
除
い
て
、
資
金
調
達
・
資
金
繰
り
の
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
年
度
末
に
向
け
資
金
需
要

の
高
ま
る
な
か
、
依
然
と
し
て
不
透
明
感
が
残
っ

て
い
る
と
し
、
経
済
危
機
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た

め
に
、
財
政
面
の
み
な
ら
ず
金
融
面
で
の
政
策
的

な
対
応
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
わ
が
国
経
済
が
中
長
期
的
に
持
続
し

て
成
長
し
て
い
く
う
え
で
、
経
済
危
機
か
ら
脱
却

し
た
後
、
国
民
生
活
お
よ
び
経
済
活
動
を
支
え
る

金
融
資
本
市
場
の
望
ま
し
い
姿
を
描
い
て
い
く
こ

と
も
重
要
な
課
題
と
し
て
い
る
。
概
要
は
次
の
と

お
り
。

１
�
経
済
危
機
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
対
策

�
低
金
利
政
策
の
継
続
お
よ
び
流
動
性
確
保
に
よ

る
長
短
金
利
の
安
定
化

�
企
業
金
融
に
対
す
る
支
援
措
置
の
継
続

１
�
必
要
に
応
じ
て
機
動
的
に
日
銀
に
よ
る
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
（
Ｃ
Ｐ
）・
社
債
の
買

い
取
り
措
置
の
再
開

２
�
景
気
の
自
律
的
な
回
復
が
明
ら
か
に
な
る
ま

で
、
日
銀
に
よ
る
企
業
金
融
支
援
特
別
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
０
・
１
％
の
固
定
金
利
で
無

制
限
に
資
金
を
供
給
）
な
ら
び
に
日
本
政
策

投
資
銀
行
等
に
よ
る
危
機
対
応
業
務
の
継
続

�
為
替
相
場
の
安
定

�
デ
フ
レ
対
策

１
�
消
費
者
物
価
が
前
年
比
で
０
〜
２
％
程
度
の

範
囲
内
に
な
る
ま
で
の
緩
和
的
な
金
融
政
策

の
継
続

２
�
リ
ー
ト
等
（
不
動
産
投
資
信
託
）
に
対
す
る

資
金
調
達
の
円
滑
化
、
政
策
金
融
に
よ
る
支

援
の
継
続

３
�
税
制
上
の
各
種
特
例
措
置
に
よ
る
土
地
・
住

宅
市
場
の
活
性
化

�
金
融
資
本
市
場
の
活
性
化

１
�
社
債
市
場
の
基
本
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

２
�
金
融
所
得
課
税
の
一
元
化
の
推
進
な
ど
税
制

面
で
の
対
応

３
�
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
実
現
な
ど
成
長
戦

略
分
野
へ
の
円
滑
な
資
金
供
給

２
�
持
続
的
な
成
長
実
現
に
あ
た
っ
て
の
視
点

�
成
長
戦
略
を
支
え
る
金
融
資
本
市
場
の
あ
り
方

１
�
多
様
な
投
資
家
の
育
成
、
海
外
投
資
家
資
金

の
活
用
に
よ
る
国
内
の
幅
広
い
資
金
需
要
へ

の
対
応

２
�
ア
ジ
ア
地
域
の
他
市
場
に
先
ん
じ
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
資
金
需
要
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

税
制
・
規
制
等
の
見
直
し

�
間
接
金
融
市
場
と
直
接
金
融
市
場
の
発
展

１
�
企
業
の
資
金
調
達
・
資
金
繰
り
の
一
層
の
円

滑
化
、
産
業
競
争
力
の
維
持
・
強
化
の
た
め

の
資
金
調
達
手
段
の
充
実

２
�
国
際
的
な
金
融
規
制
強
化
の
議
論
に
関
す
る
、

金
融
・
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た
慎
重
な
対
応

�
民
間
金
融
機
関
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま

え
た
政
策
金
融
の
活
用

日
本
経
団
連
で
は
今
後
、
関
係
者
と
の
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
金
融
資
本
市
場
の
望
ま
し
い

姿
に
関
す
る
、
具
体
的
な
提
案
を
取
り
ま
と
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

鳥
由
来
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

の
再
開
・
強
化
を
求
め
提
言

―
国
民
全
員
の
早
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

可
能
と
す
る
環
境
整
備
な
ど
５
項
目

日
本
経
団
連
は
１１
月
１１
日
、
提
言
「
鳥
由
来
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
再
開
・
強
化
を
求

め
る
」
を
公
表
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

今
年
４
月
に
豚
由
来
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
型
）
が
メ
キ
シ
コ
で
発
生
。
弱
毒
性

で
は
あ
る
も
の
の
、
今
秋
以
降
、
第
２
波
流
行
期

に
入
り
、
感
染
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
・
自
治
体
は
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
不
確
定
要
素

も
多
く
、
試
行
錯
誤
が
続
い
て
お
り
、
医
療
や
教

育
の
現
場
に
少
な
か
ら
ず
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。

他
方
、
そ
の
脅
威
に
つ
い
て
、
医
療
関
係
者
を

中
心
に
強
い
危
惧
が
示
さ
れ
て
い
る
鳥
由
来
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ
１
型
・
強
毒
性
）

が
発
生
し
た
場
合
は
、
今
回
以
上
に
人
命
や
社
会

生
活
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
国
家
の
危
機
管
理
と
し
て
、
よ
り
一

層
、
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
対
応

戦
略
と
し
て
は
、感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
・

平
坦
化
し
、
健
康
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
社

会
・
経
済
を
破
綻
に
至
ら
せ
な
い
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
事
前
準
備
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
当
面
す
る
対
応
の
た
め
、
鳥
由
来
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
一
部
中
断
や
遅
れ

が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
得
ら
れ
た
知
見

や
教
訓
を
踏
ま
え
、
政
府
に
対
し
て
、
以
下
の
５

点
に
つ
い
て
、
早
期
対
応
を
求
め
た
。

１
�
国
民
全
員
の
早
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
可
能
と

す
る
環
境
整
備

�
全
国
民
が
鳥
由
来
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大

流
行
前
に
接
種
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
（
プ
レ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
）
の
製
造
・
供
給
・
接
種

体
制
の
早
急
な
整
備
お
よ
び
最
新
の
製
造
技
術

の
確
立

�
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安

全
性
の
早
急
な
評
価

�
各
業
界
の
接
種
対
象
者
数
や
接
種
手
順
な
ど
も

含
め
た
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の
策
定

�
医
療
従
事
者
や
社
会
機
能
維
持
者
を
は
じ
め
と

す
る
全
国
民
へ
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ

ン
の
事
前
接
種

２
�
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
）
時
の
法
令
の
弾
力
的
運
用

�
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
法
令
の
弾
力
的
運
用
の
具

体
的
な
方
針
の
早
期
明
示

�
労
働
基
準
法
が
規
定
す
る
時
間
外
労
働
と
休
日

等
の
扱
い
や
、
安
全
配
慮
義
務
に
関
す
る
考
え

方
の
明
確
化

３
�
政
府
に
よ
る
適
時
・
適
切
な
情
報
の
発
信

�
政
府
の
対
応
方
針
や
感
染
状
況
、
ウ
イ
ル
ス
特

性
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
稼
働
状
況
な
ど
に
関
す

る
情
報
の
迅
速
・
正
確
、
か
つ
一
元
的
な
公
表

�
判
断
基
準
や
科
学
的
根
拠
に
関
す
る
情
報
提
供

４
�
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に
関
す
る
政
府
想
定

の
明
確
化

�
各
社
の
事
業
継
続
計
画
の
実
効
性
向
上
に
資
す

る
、
流
行
規
模
・
被
害
状
況
の
段
階
ご
と
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
稼
働
状
況
に
関
す
る
想
定
の
明
示

５
�
海
外
に
い
る
在
留
邦
人
へ
の
配
慮

�
在
留
邦
人
へ
の
早
期
に
正
確
な
情
報
提
供
・
指

示
�
医
療
提
供
体
制
が
脆
弱
な
国
に
お
け
る
大
使
館

等
で
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
備

蓄
拡
充

電
子
行
政
の
推
進
を
提
言

―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
新
た
な
政

府
構
築
に
向
け
て

日
本
経
団
連
は
１１
月
１７
日
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

用
に
よ
る
新
た
な
政
府
の
構
築
に
向
け
て
」
と
題

す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
新
政
権
が
進
め
る
行

政
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
合
わ
せ
、
電
子
行
政
を

推
進
す
る
よ
う
改
め
て
求
め
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
は
国
の
競
争
力
を
左
右
す
る
重
要
な

基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
経
団
連
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
戦
略
や
電
子
行
政
の
推
進
を
強
く
求
め
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
電
子
行
政
は
、
先
進
諸
国
に
大
き
く

後
れ
を
取
っ
て
お
り
、
新
政
権
の
重
要
施
策
で
あ

る
「
行
政
の
無
駄
の
排
除
」
や
「
安
心
で
き
る
社

会
保
障
制
度
の
確
立
」
の
実
現
に
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利

活
用
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
は
、
１０
月
に
開
催
し
た
原
口
総
務
相
と
の

懇
談
会
に
お
い
て
設
置
が
合
意
さ
れ
た
日
本
経
団

連
と
総
務
省
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
な
ど
を
通
じ
て
、

提
言
の
実
現
を
働
き
か
け
て
い
く
。
提
言
の
概
要

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２４―



は
次
の
と
お
り
。

■
電
子
行
政
推
進
の
た
め
の
５
原
則
と
３
つ
の
施

策電
子
行
政
の
推
進
に
よ
っ
て
、
�
行
政
の
無
駄

の
排
除
�
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立
�

国
民
・
企
業
の
利
便
性
向
上
�
行
政
の
透
明
性
の

向
上

な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

提
言
で
は
、
電
子
行
政
推
進
の
た
め
の
原
則
と

し
て
、
以
下
の
５
つ
を
示
し
た
。

�
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
格
差
へ
の
十
分
な

配
慮

�
行
政
手
続
き
の
公
開
・
透
明
化

�
国
民
に
対
す
る
情
報
の
二
重
請
求
の
禁
止

�
各
省
庁
・
地
方
自
治
体
を
通
じ
た
電
子
行
政
の

全
体
最
適
化

�
行
政
文
書
・
手
続
き
の
原
則
電
子
化
・
オ
ン
ラ

イ
ン
化

ま
た
、
早
急
に
実
施
す
べ
き
施
策
と
し
て
、
以

下
の
３
つ
を
求
め
た
。

�
業
務
改
革
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）・
標
準
化
の
推
進
、
人

財
の
有
効
活
用
、
労
働
環
境
改
善

�
電
子
行
政
推
進
担
当
大
臣
の
明
確
化
と
電
子
行

政
推
進
体
制
の
整
備

�
税
・
社
会
保
障
制
度
共
通
の
番
号
制
度
、
企
業

コ
ー
ド
の
導
入

最
後
に
、
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
係
る
人
材
育
成
、
技
術
開
発
、
利
活
用
、
国

際
展
開
に
至
る
国
家
総
合
戦
略
を
再
構
築
し
遂
行

す
る
こ
と
を
求
め
た
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
具
体
的
検
討
内
容
等
は
今

後
決
定
す
る
予
定
。

提
言
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
さ
ら
な
る
活
用
を
求

め
る
」
を
公
表

―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
拡
大
に
向
け
た
課
題
提
示
／

新
政
権
な
ど
へ
建
議

日
本
経
団
連
は
１１
月
１７
日
、
提
言
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

さ
ら
な
る
活
用
を
求
め
る
」
を
公
表
し
、
新
政
権

を
は
じ
め
関
係
方
面
に
建
議
し
た
。
提
言
の
概
要

は
次
の
と
お
り
。

■
わ
が
国
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
現
状

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private

Finance
Initiative

）
は
、

民
間
の
優
れ
た
能
力
や
創
意
工
夫
を
活
用
し
て
、

公
共
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
質
の
向
上
と
同
時

に
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
公
共
施
設
の
整
備
に
は

じ
ま
り
、
病
院
や
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
の
運
営

も
行
っ
て
い
る
。
多
く
の
案
件
で
、
行
政
、
利
用

者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

た
だ
、
英
国
な
ど
と
比
較
し
て
、
近
年
、
わ
が

国
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
不
透
明
な
選
定
基
準
、
採
算
度
外
視
の
価
格

設
定
、
民
間
へ
の
過
度
な
リ
ス
ク
転
嫁
、
支
援
体

制
の
欠
如
な
ど
多
く
の
課
題
に
対
し
て
抜
本
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
企
業
の
参
加
意
欲
が
薄
れ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
先

細
り
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

■
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
意
義
・
目
的

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
っ
て
民
間
の
資
金
、
優
れ
た
経
営

能
力
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
質
の
高
い
公
共
サ

ー
ビ
ス
、
社
会
資
本
整
備
を
低
コ
ス
ト
で
実
施
で

き
る
。
い
わ
ゆ
る
官
製
市
場
に
民
間
が
参
入
す
る

こ
と
で
、
新
事
業
・
新
産
業
の
創
出
も
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
に
よ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
民
間
開
放
が
進
め
ば
、
公
共
部
門
の
業
務
や
組

織
の
改
革
を
促
し
、
小
さ
な
政
府
の
実
現
や
民
主

導
の
経
済
社
会
運
営
も
可
能
と
な
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は

地
域
の
特
性
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
も
可
能
と
す
る
。

■
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用

の
推
進

新
政
権
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
を
国
の
政
策
と
し
て

明
確
に
位
置
付
け
、
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
１
に
、
政
府
・
与
党
と
し
て

強
力
な
推
進
組
織
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
第
２

に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
複
雑
で
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら

れ
る
が
、
実
務
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
が
な

い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
案
件
創
出
や
運
営
で
地
方
自
治
体

を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
第
３

に
、
現
在
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
箱
モ
ノ
の
整
備
が
中
心
だ

が
、
水
道
、
病
院
な
ど
運
営
ま
で
行
う
事
業
に
お

い
て
も
さ
ら
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
、
防

災
、
環
境
・
省
エ
ネ
と
い
っ
た
新
た
な
分
野
に
も

拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。
第
４
に
、
行
政
刷
新
会
議

が
行
っ
て
い
る
「
事
業
仕
分
け
」
に
お
い
て
、
民

間
が
実
施
す
べ
き
と
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

■
制
度
の
再
構
築
―
従
来
型
公
共
事
業
か
ら
の
脱

却現
行
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
法
制
度
は
、
上
意
下
達
的
な

従
来
の
公
共
事
業
の
発
想
、
枠
組
み
が
根
底
に
あ

る
。
官
の
関
与
を
最
小
限
と
し
、
民
間
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
と
い
う
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
本
来
の
趣
旨

に
即
し
た
制
度
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
１
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
官
民
の
共

同
事
業
で
あ
り
、
十
分
な
効
果
を
上
げ
る
た
め
に

は
官
民
が
対
等
な
立
場
で
事
業
に
当
た
る
必
要
が

あ
る
。
第
２
に
、
民
間
の
創
意
工
夫
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

第
３
に
、
企
業
側
に
過
度
に
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
注
者
と
受
注
者
が
公
平
、

公
正
な
か
た
ち
で
リ
ス
ク
を
分
担
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
経
団
連
環
境
自
主
行
動
計
画
２
０

０
９
年
度
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
を
公

表―
０８
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
、
９０
年
度

比
１０
・
５
％
減
少
／
生
産
活
動
量
の

増
加
上
回
る
効
率
改
善

日
本
経
団
連
は
１１
月
１７
日
、
環
境
自
主
行
動
計

画
２
０
０
９
年
度
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
（
０８
年

度
実
績
）
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
日
本
経

団
連
で
は
、
京
都
議
定
書
の
策
定
に
先
立
ち
、
環

境
自
主
行
動
計
画
を
策
定
、「
産
業
部
門
お
よ
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
、

２
０
０
８
年
度
〜
２
０
１
２
年
度
の
平
均
で
１
９

９
０
年
度
レ
ベ
ル
以
下
に
抑
制
す
る
」
と
い
う
統

一
目
標
の
も
と
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進
め

て
い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

■
０８
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
９０
年
度
比
で
１０
・

５
％
減
少

環
境
自
主
行
動
計
画
に
は
、
産
業
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
部
門
か
ら
、
合
計
３４
業
種
が
参
加
し
て
い

る
。
こ
の
３４
業
種
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
９０

年
度
で
５
億
７
２
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
で
、
こ
れ
は

基
準
年
で
あ
る
９０
年
度
の
わ
が
国
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
約
４４
％
、
産
業
部
門
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
部
門
全
体
の
排
出
量
の
約
８３
％
を
カ
バ
ー

す
る
規
模
で
あ
る
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
の
結
果
、
０８
年
度
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
は
４
億
５
４
１
８
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
と
な

り
、
９０
年
度
比
で
１０
・
５
％
減
少
（
０７
年
度
比
で

１１
・
３
％
減
少
）
と
な
っ
た
。

■
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
変
化
の
要
因

９０
年
度
と
比
較
し
て
０８
年
は
生
産
活
動
量
が

４
・
１
％
増
加
し
た
が
、
生
産
活
動
量
あ
た
り
の

排
出
量
は
１３
・
６
％
の
減
少
と
な
り
、
生
産
活
動

量
の
増
加
を
上
回
る
効
率
の
改
善
が
行
わ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
が
０
・
９
％
改

善
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
０８
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
は
９０
年
度
比
で
１０
・
５
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

な
お
、
０８
年
度
は
、
電
気
事
業
者
が
京
都
メ
カ

ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
約
６
４
０
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２

を
償
却
し
た
こ
と
に
よ
り
、
電
力
使
用
に
伴
う
Ｃ

Ｏ
２
排
出
係
数
が
改
善
し
、
電
気
事
業
者
が
京
都

メ
カ
ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
償
却
し
な
か
っ
た
場

合
と
比
較
す
る
と
、
３４
業
種
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
は
、
約
１
５
６
８
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
減
少
し
て
い

る
。

■
民
生
部
門
・
運
輸
部
門
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

へ
の
取
り
組
み

わ
が
国
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
動
き
を
み
る
と
、
９０
年
度
比
で
民
生
（
業
務
、

家
庭
）
部
門
か
ら
の
排
出
量
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。

産
業
界
の
温
暖
化
対
策
を
、
製
造
段
階
だ
け
で

な
く
物
流
部
門
や
オ
フ
ィ
ス
部
門
に
広
げ
、
さ
ら

に
従
業
員
を
通
じ
た
国
民
運
動
の
展
開
に
も
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
結
果
概
要
版
で
は
、
企
業
の
広
範
に
わ

た
る
温
暖
化
対
策
の
経
験
と
成
果
を
、
よ
り
多
く

の
企
業
が
共
有
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
温

暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い

く
た
め
、
物
流
部
門
、
オ
フ
ィ
ス
部
門
で
の
対
策

や
従
業
員
・
顧
客
へ
の
啓
発
事
例
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
。

■
今
後
の
方
針

０８
年
３
月
に
改
定
さ
れ
た
政
府
の
「
京
都
議
定

書
目
標
達
成
計
画
」
で
は
、
環
境
自
主
行
動
計
画

は
、「
産
業
界
に
お
け
る
対
策
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

日
本
経
団
連
と
し
て
は
、
今
後
と
も
「
９０
年
度

レ
ベ
ル
以
下
に
抑
制
す
る
」
と
い
う
統
一
目
標
の

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、
京
都

議
定
書
の
約
束
期
間
、
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
期

間
を
問
わ
ず
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
引
き

続
き
世
界
最
高
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
目
指
し
、

ま
た
、
省
エ
ネ
技
術
の
内
外
へ
の
普
及
・
開
発
、

革
新
的
技
術
の
開
発
等
を
通
じ
、
主
体
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
。

財
政
政
策
の
あ
り
方
を
提
言

―
経
済
危
機
か
ら
の
早
期
脱
却
と
生
活

の
安
心
・
充
実
に
向
け
て

日
本
経
団
連
は
１１
月
１７
日
、
政
府
の
予
算
編
成

な
ら
び
に
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
提

言「
経
済
危
機
か
ら
の
早
期
脱
却
と
生
活
の
安
心
・

充
実
に
向
け
た
財
政
政
策
を
望
む
」
を
発
表
し
、

関
係
方
面
に
建
議
し
た
。
提
言
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

■
当
面
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
視
点

１
�
経
済
危
機
か
ら
の
早
期
脱
却

２
０
１
０
年
度
予
算
の
政
府
案
を
今
年
中
に
策

定
し
、
年
度
内
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。２

０
０
９
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、

雇
用
の
安
定
・
創
出
策
な
ど
追
加
的
な
景
気
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
�
生
活
の
安
心
と
安
全
の
確
保

社
会
保
障
分
野
で
の
新
規
施
策
を
通
じ
て
、
制

度
の
不
備
や
ほ
こ
ろ
び
へ
の
対
応
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
拡
充
を
期
待
。
あ
わ
せ
て
制
度
横
断
的

な
視
点
に
立
っ
て
、
適
切
か
つ
有
効
な
仕
組
み
に

す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
将
来
に
わ
た
る
生
活
の
充
実
に
向
け
た
投
資

高
齢
化
社
会
へ
の
本
格
的
な
対
応
、
世
界
の
低

炭
素
社
会
の
実
現
、
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
競

争
力
の
強
化
な
ど
に
向
け
て
、
雇
用
の
創
出
・
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
人
材
の
育
成
、
基
幹
的

な
空
港
・
港
湾
等
の
整
備
、
政
府
研
究
開
発
投
資

の
拡
充
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
税
制
の
拡
充
が

必
要
で
あ
る
。

■
財
政
政
策
に
関
す
る
中
長
期
的
な
課
題

１
�
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

デ
フ
レ
と
低
成
長
の
も
と
で
の
財
政
健
全
化
は

困
難
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
講
じ
て
の
、

名
目
成
長
率
の
向
上
が
必
要
。
成
長
戦
略
を
速
や

か
に
描
き
、
経
済
成
長
力
の
強
化
に
よ
る
生
活
の

充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
直
接
税
に
依
存
す
る
脆
弱
な
財
政
基

盤
、
社
会
保
障
費
の
増
加
と
い
っ
た
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
税
制
抜
本
改
革
に
よ
る
安
定
財
源
の

確
保
が
必
要
。
景
気
回
復
を
前
提
に
、
か
つ
国
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
段
階
的
に
消
費
税
率
を
引

き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
�
地
方
税
・
財
政
制
度
の
抜
本
改
革

ま
ず
は
国
か
ら
地
方
へ
の
補
助
金
の
見
直
し
を

機
に
、
国
庫
補
助
負
担
金
や
地
方
交
付
税
を
改
革

し
、
さ
ら
に
道
州
制
推
進
基
本
法
の
制
定
に
よ
る

体
制
整
備
を
行
い
、
国
と
地
方
の
税
・
財
政
制
度

を
再
編
成
す
べ
き
で
あ
る
。

■
財
政
運
営
に
関
す
る
課
題

政
府
の
歳
出
見
直
し
、
予
算
編
成
改
革
へ
の
取

り
組
み
姿
勢
を
評
価
し
つ
つ
、
透
明
度
・
実
効
性

の
高
い
財
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
提

起
し
て
い
る
。

�
費
用
対
効
果
分
析
・
コ
ス
ト
効
率
化
の
徹
底
、

剰
余
金
や
積
立
金
の
必
要
水
準
な
ど
特
別
会
計

へ
の
踏
み
込
ん
だ
見
直
し
が
必
要
。

�
縦
割
り
行
政
の
垣
根
を
越
え
た
電
子
行
政
の
早

期
実
現
、
予
算
編
成
・
執
行
・
決
算
ま
で
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、
政
策
評
価
と
予
算

編
成
の
連
携
強
化
を
図
る
べ
き
。

�
歳
出
増
に
対
応
し
た
歳
入
確
保
策
を
含
め
た

「
歳
出
歳
入
改
革
法
」（
仮
称
）
の
制
定
等
を

通
じ
た
制
度
的
な
担
保
が
必
要
。

�
景
気
回
復
後
を
視
野
に
お
い
た
財
政
健
全
化
目

標
を
策
定
す
べ
き
。

―２５―
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０９
年
年
末
賞
与
・
一
時
金
大
手
企
業
妥

結
状
況
（
第
２
回
集
計
）

―
１
１
３
社
平
均
は
７５
万
４
９
９
４
円

に
／
増
減
率
マ
イ
ナ
ス
１６
・
３６
％

日
本
経
団
連
が
１１
月
２０
日
に
発
表
し
た
「
２
０

０
９
年
年
末
賞
与
・
一
時
金

大
手
企
業
妥
結
状

況
（
加
重
平
均
）」（
第
２
回
集
計
）
に
よ
る
と
、

調
査
対
象
（
従
業
員
５
０
０
人
以
上
、
２１
業
種
２

５
３
社
）
の
５６
・
１
％
に
当
た
る
１
４
２
社
が
妥

結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か
っ
て
い

る
１
１
３
社
の
妥
結
額
平
均
は
７５
万
４
９
９
４
円
、

増
減
率
は
マ
イ
ナ
ス
１６
・
３６
％
で
あ
っ
た
。
増
減

率
は
す
べ
て
の
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
妥
結
額
平
均
を
み
る

と
、
製
造
業
（
９９
社
）
は
７４
万
７
４
７
１
円
（
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
１８
・
７１
％
）、
非
製
造
業（
１４
社
）

は
７９
万
３
９
８
２
円
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
２
・
８０

％
）
で
あ
っ
た
。

６５
万
円
〜
７０
万
円
未
満
が
最
多

妥
結
額
の
分
布
で
は
「
６５
万
円
〜
７０
万
円
未

満
」（
２２
社
、
２７
・
２
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
７５
万
円
〜
８０
万
円
未
満
」（
１５
社
、
１８
・
５
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
増
減
率
を
み
る
と
、
妥
結
額
が
前
年
よ

り
１０
％
を
超
え
て
減
少
し
た
企
業
が
過
半
数
（
４２

社
、
５１
・
９
％
）
を
占
め
て
い
る
。

提
言
「
経
済
危
機
脱
却
後
を
見
据
え
た

新
た
な
成
長
戦
略
」
公
表

―
新
た
な
需
要
期
待
の
５
分
野
で
の
需

要
拡
大
策
と
持
続
的
成
長
支
え
る
３

基
本
的
政
策
実
施
を

日
本
経
団
連
は
１２
月
１５
日
、
提
言
「
経
済
危
機

脱
却
後
を
見
据
え
た
新
た
な
成
長
戦
略
」
を
公
表

し
た
。
同
提
言
は
、
経
済
危
機
脱
却
後
を
見
据
え
、

わ
が
国
経
済
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
成
長

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
経
済
政
策
に
つ

い
て
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
提
言
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
。

■
わ
が
国
経
済
の
現
状
と
成
長
戦
略
の
必
要
性

世
界
同
時
不
況
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
た
わ

が
国
経
済
は
、
最
悪
期
を
脱
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

厳
し
い
雇
用
情
勢
や
デ
フ
レ
の
進
行
な
ど
、
依
然

と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
な
ど
、
経
済
社
会
を
取
り

巻
く
大
き
な
構
造
変
化
の
な
か
に
あ
っ
て
、
社
会

保
障
の
綻
び
を
は
じ
め
、
国
民
の
将
来
へ
の
不
安

感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、
今
後
と
も
国
内
で

雇
用
を
創
出
し
つ
つ
、
豊
か
で
質
の
高
い
国
民
生

活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
面
の
経
済
危

機
か
ら
の
早
期
脱
却
と
と
も
に
、
経
済
全
体
の
パ

イ
の
拡
大
を
目
指
し
た
成
長
戦
略
の
早
期
策
定
と

実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。
経
済
が
成
長
し
、
パ
イ

が
拡
大
す
れ
ば
、
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
の
構

築
や
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組

み
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

今
後
、
わ
が
国
が
実
施
す
べ
き
成
長
戦
略
と
し

て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
新
た
な
需
要
が
期
待
さ
れ

る
５
つ
の
分
野
で
の
需
要
拡
大
策
と
、
持
続
的
な

成
長
を
支
え
る
３
つ
の
基
本
的
な
政
策
の
実
施
が

急
務
で
あ
る
。

■
新
た
な
需
要
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
検
証
と
必

要
な
施
策

新
た
な
需
要
が
期
待
さ
れ
る
分
野
と
し
て
、
�

成
長
を
続
け
る
ア
ジ
ア
と
と
も
に
発
展
す
る
た
め

の
経
済
統
合
へ
の
深
化
へ
の
取
り
組
み
�
太
陽
光

発
電
や
省
エ
ネ
製
品
の
普
及
と
い
っ
た
資
源
・
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
へ
の
貢
献
�
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
利
活
用
に
よ
る
電
子
行

政
の
推
進
�
医
療
や
介
護
分
野
を
中
心
と
し
た
少

子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
�
農
業
や
観
光
と
い

っ
た
地
域
に
根
差
し
た
産
業
の
振
興
を
通
じ
た
地

域
の
潜
在
力
の
発
揮

の
５
つ
を
掲
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
需
要
の
顕
在
化
に
必
要
な
施
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

な
お
、
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
に
よ
り
、
２
０
０

８
年
に
国
内
で
１
３
０
万
人
相
当
の
雇
用
創
出
効

果
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
太
陽

光
発
電
分
野
で
２
０
２
０
年
ま
で
に
約
１１
万
人
、

医
療
・
介
護
分
野
で
２
０
３
０
年
ま
で
に
約
１
７

０
万
人
の
雇
用
創
出
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
需
要
の
拡
大
は
、

経
済
成
長
と
と
も
に
、
国
内
で
の
雇
用
創
出
に
と

っ
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
下
で
の
持
続
的
な
成
長
‐

経
済
政
策
の
あ
り
方

持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
基
本
的
政
策
の
３
本

柱
と
し
て
、
�
経
済
成
長
を
促
進
す
る
税
制
の
確

立
や
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
等
を
通
じ
た
国
際
競
争
力
を
有
す
る
産
業
の
さ

ら
な
る
強
化
�
環
境
や
医
療
・
介
護
な
ど
の
新
し

い
内
需
を
次
の
外
需
の
柱
に
育
て
る
こ
と
に
よ
る

成
長
力
の
源
泉
の
創
出
と
底
上
げ
�
多
様
な
労
働

力
の
活
用
と
質
の
向
上

が
重
要
で
あ
る
。

■
成
長
戦
略
の
着
実
な
実
施
に
向
け
て

提
言
で
取
り
上
げ
た
成
長
戦
略
が
、
需
給
両
面

か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
行
に
よ
り
、
継
続
的
な

評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

日日
本本
機機
械械
学学
会会
ＯＯ
ＢＢ
技技
術術
者者
とと

県県
内内
企企
業業
経経
営営
者者
とと
のの
交交
流流
会会

今
年
で
三
回
目
と
な
る
「
日
本
機
械

学
会
技
術
者
Ｏ
Ｂ
と
県
内
企
業
経
営
者

と
の
交
流
会
」
が
十
二
月
十
八
日
�
午

後
、
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
交
流
会
は
埼
玉
県
（
団
塊
世
代

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が
主
催
、
本
会

が
共
催
し
て
お
り
、
日
本
機
械
学
会
会

員
Ｏ
Ｂ
技
術
者
の
持
て
る
技
術
を
県
内

企
業
で
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

本
会
会
員
企
業
を
含
む
県
内
企
業
の
ニ

ー
ズ
と
機
械
学
会
の
シ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い

る
。交

流
会
に
は
本
会
会
員
企
業
を
は
じ

め
と
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
な
ど
十
三

社
の
経
営
者
と
日
本
機
械
学
会
会
員
で

埼
玉
在
住
と
近
県
の
Ｏ
Ｂ
技
術
者
十
六

名
、
関
係
を
含
み
約
四
十
名
が
参
加
し

た
。

開
会
に
あ
た
り
三
国
雅
裕
本
会
専
務

理
事
�
写
真
�
は
、「
我
が
国
が
景
気

の
混
迷
か
ら
脱
却
す
る
に
は
、
新
成
長

戦
略
、
具
体
的
に
は
、
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
視
野
に
入
れ
た
政
策
が
早
急
に

必
要
。
企
業
側
は
競
争
力
の
強
化
が
最

大
の
テ
ー
マ
で
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に

は
、
新
し
い
技
術
や
製
品
を
生
み
出
す

人
材
の
育
成
・
確
保
が
ベ
ー
ス
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
産
業
を
支
え
る
最
高

技
術
者
が
加
入
す
る
日
本
機
械
学
会
と

の
交
流
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
」
と

挨
拶
、
次
に
、
村
上
俊
明
日
本
機
械
学

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
が
日

本
機
械
学
会
の
役
割
や
事
業
な
ど
を
紹

介
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
矢
部
彰
独
立

法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産
総

研
）
理
事
が
「
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
技

術
革
新
と
機
械
技
術
の
将
来
予
測
」
と

い
う
演
題
で
基
調
講
演
を
行
い
、「
技

術
研
究
開
発
に
は
、
技
術
シ
ー
ズ
が
確

立
で
き
て
か
ら
実
用
化
す
る
ま
で
に
十

年
以
上
必
要
と
す
る
場
合
が
多
く
、
そ

の
間
、
技
術
シ
ー
ズ
は
、
社
会
の
中
で

多
く
の
技
術
に
よ
り
補
強
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
」
と

ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、

参
加
企
業
は
、
企
業
紹
介
や
支
援
を
受

け
た
い
内
容
、
技
術
課
題
な
ど
を
説
明

し
、
機
械
学
会
Ｏ
Ｂ
技
術
者
の
自
己
紹

介
に
続
い
て
活
発
な
質
疑
と
意
見
が
交

換
さ
れ
た
。

参
加
し
た
機
械
学
会
Ｏ
Ｂ
技
術
者
は

自
動
車
、
電
気
・
機
械
、
精
密
部
品
、

造
船
、
原
子
力
、
建
築
設
計
な
ど
多
種

多
様
な
も
の
づ
く
り
に
携
っ
た
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
。
開
発
、
設
計
、
シ
ス
テ
ム

管
理
、
技
能
・
技
術
教
育
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
営
業
な
ど
様
々
な
職
務
経
験

を
活
か
せ
る
職
場
を
求
め
て
い
る
。

一
方
、
参
加
し
た
企
業
も
精
密
機
器

や
自
動
車
部
品
、
検
査
装
置
、
食
品
製

造
機
械
、
各
種
機
械
部
品
や
飼
料
メ
ー

カ
ー
な
ど
、
多
様
な
中
小
企
業
が
参
集

し
、
開
発
、
設
計
、
生
産
性
改
善
な
ど

で
技
術
指
導
の
で
き
る
技
術
者
や
、
技

術
・
技
能
の
伝
承
に
一
翼
を
担
っ
て
く

れ
る
指
導
者
な
ど
を
求
め
て
い
た
。

こ
の
会
が
、
参
加
者
双
方
の
ニ
ー
ズ

と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

日
本
機
械
学
会
は
一
八
九
七
年
（
明

治
三
十
年
）
に
創
立
、
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
機
械
系
教
育
機
関
、
各
種
研
究

所
、
企
業
で
機
械
工
学
な
ど
を
研
究
し

て
い
る
第
一
線
の
研
究
者
、
技
術
者
な

ど
約
三
万
八
千
人
以
上
が
会
員
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
で
最
大
級
の
学
術
専
門

家
集
団
で
あ
る
。

な
お
、
本
会
は
、
県
の
団
塊
世
代
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ら
び
に
日

本
機
械
学
会
と
県
お
よ
び
団
塊
セ
ン
タ

ー
と
の
架
け
橋
に
大
き
く
関
わ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
毎
年
交
流
会
実
施
機
関
と

し
て
会
員
企
業
を
紹
介
し
て
い
る
。

―２６―
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一
一
月
一
六
日
〜
一
月
一
五
日

�青
�
青
年
経
営
者
部
会

�音
�
埼
玉
音
協

◆
一
一
・
一
七

安
全
管
理
者
選
任
時

研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
八

中
部
地
区
協
議
会（
埼

玉
大
学
）

◆
一
一
・
一
九

第
四
五
期
労
働
法
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
第
四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
一
・
二
六

西
部
地
区
協
議
会（
�

ア
ド
バ
ン
ス
）

◆
一
一
・
二
七

南
部
地
区
協
議
会（
キ

ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
�
）

◆
一
二
・
二

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第

五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
四

�青
忘
年
例
会
（
ビ
ス
ト

ロ
や
ま
）

◆
一
二
・
九

正
・
副
会
長
会
議
、
理

事
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
二
・
一
五

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
八

�音
三
遊
亭
歌
之
介
独

演
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー

ル
）

◆
一
・
一
四

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年
も
本
稿
の
ご
愛
読
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
年
の
「
喜
怒
哀
楽

を
感
じ
た
の
は
誰
？
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、『
喜
』
は

Ｗ
Ｂ
Ｃ
決
勝
で
勝
ち
越
し
打
を

放
っ
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
。『
怒
』

は
覚
せ
い
剤
事
件
で
有
罪
に
な

っ
た
元
女
優
の
酒
井
法
子
。

『
哀
』
は
５０
歳
の
若
さ
で
急
死

し
た
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
。

『
楽
』
は
大
河
ド
ラ
マ
「
天
知

人
」
に
子
役
で
出
演
、
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
の
「
こ
ど
も
店
長
」
役
で

人
気
の
加
藤
清
史
郎
。

一
方
、
一
年
の
世
相
を
漢
字

一
文
字
で
表
す
「
今
年
の
漢

字
」
に
は
、『
新
』
が
選
ば
れ
京
都
・
清

水
寺
で
発
表
さ
れ
た
（
１６
万
票
超
の
応
募

か
ら
）。
日
本
で
は
新
政
権
が
発
足
、
ア

メ
リ
カ
の
新
大
統
領
に
オ
バ
マ
氏
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
、
米
大
リ
ー

グ
・
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
９
年
連
続
２
０
０

本
安
打
の
新
記
録
、
裁
判
員
制
度
が
新
し

く
ス
タ
ー
ト
、
な
ど
が
そ
の
理
由
と
な
っ

た
。
二
位
以
下
は
、
薬
・
政
・
病
・
改
・

変
（
一
昨
年
の
漢
字
）・
民
・
鳩
・
代
・

交
と
続
い
た
。

今
年
も
見
事
に
外
れ
た
が
、
筆
者
が
選

ん
だ
の
は
「
崩
」。
何
か
わ
が
国
の
総
て

に
お
い
て
、「
何
処
か
崩
れ
て
い
る
」
と

感
じ
た
か
ら
で
す
。

「
政
権
交
代
」
が
流
行
語
大
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
が
、
政
権
が
交
代
し
て
も
何
も

変
わ
っ
て
こ
な
い
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

や
や
性
急
と
は
思
い
ま
す
が
、
寒
さ
厳
し

い
年
末
年
始
を
貧
困
で
過
ご
す
人
達
や
、

就
職
活
動
を
懸
命
に
行
な
う
人

達
の
実
態
を
み
る
と
、
日
本
経

済
の
将
来
展
望
に
大
き
な
不
安

を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。
ま
っ

た
く
先
が
見
え
て
こ
な
い
の
で

す
。寅

年
は
、
経
済
環
境
に
大
き

な
波
乱
を
呼
ぶ
傾
向
の
強
い
年

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
の
デ

フ
レ
現
象
が
継
続
す
る
と
考
え

る
と
恐
怖
す
ら
感
じ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
時
代

で
も
生
き
抜
い
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
決
し

て
弱
音
な
ど
言
っ
て
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

企
業
・
個
人
自
身
が
他
に
頼

ら
ず
強
く
な
る
し
か
方
策
は
あ

り
ま
せ
ん
。

昨
年
か
ら
提
唱
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ッ

プ
か
ら
末
端
社
員
ま
で
「
心
を
一
つ
」
に

し
て
、
企
業
の
た
め
・
社
員
の
た
め
・
顧

客
の
た
め
・
地
域
の
た
め
な
ど
に
「
今
、

自
分
達
は
何
が
出
来
る
の
か
」
を
『
真
剣

に
考
え
る
』
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

「
考
え
ら
れ
る
企
業
集
団
つ
く
り
」
を

是
非
と
も
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
熱

望
す
る
次
第
で
す
。

事
業
だ
よ
り

第１７３回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

平成２１年度本会１～３月期・主要会議、講座・講習会実施予定表

項
目

事
業
名

（
平
成
２２
年
）
１
月

２
月

３
月

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

会 務

会
議
、
委
員

会
等
の
開
催

新
年
会
員
懇

談
会

�

地
区
協
議
会

（
南
部
、中
部
、

西
部
、北
部
）

�
中
部

�
北
部
�
南
部

�
西
部

労
務
委
員
会

�

地
域
社
会
問

題
委
員
会

�

日
本
経
済
団

体
連
合
会
関

連

理
事
会

	

�

�

地
方
団
体
長

会
等

�

地
方
経
営
者

協
会
専
務
理

事
会
等

	

�

県
関
連

人
材
交
流
事

業
・
会
議

（
随
時
）

四
者
面
談




教
員
の
長
期

派
遣
事
業

産
学
連
携
事

業

も
の
つ
く
り

大
学
特
別
公

開
講
座

�

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
受
入
企
業

開
拓
事
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
説
明
会
・

成
果
報
告
会

報
告
会

�

事 業

経
営
労
務
管

理
・
労
働
対

策
活
動

労
働
法
ゼ
ミ

ナ
ー
ル

（
全
８
講
）

�



各
種
セ
ミ
ナ

ー

�

�
�

教
育
啓
発
活

動

生
き
生
き
職

場
体
験
交
流

の
集
い

�

日
本
経
団
連

主
催
事
業

第
１
１
３
回

労
使
フ
ォ
ー

ラ
ム

�〜
�

―２７―
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★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
３
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３５
分

会
場

�
サ
イ
サ
ン
Ｋ
Ｓ
ビ
ル

内
容

講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む

経
営
側
の
基
本
姿
勢
」

講
演
�
「
政
権
交
代
に
伴
う
企
業
経
営
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
」

講
師

�
日
本
経
団
連
労
働
法
制
本
部
主
幹

布

山
祐
子
氏

�
富
士
通
総
研
取
締
役
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
フ
ェ
ロ
ー

根
津
利
三
郎
氏

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

内
容

講
演
�
「
米
中
経
済
の
動
向
と
今
後
の
日

米
中
関
係
」

講
演
�
「
今
次
春
季
労
使
交
渉
協
議
に
臨

む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」

講
師

�
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
主

幹

瀬
口
清
之
氏

�
日
本
経
団
連
雇
用
管
理
Ｇ

坂
下
多
身

氏

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
８
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３５
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア

内
容

講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む

経
営
側
の
基
本
姿
勢
」

講
演
�
「
生
産
革
新
と
環
境
経
営
」

講
師

�
日
本
経
団
連
労
働
政
策
本
部

森
嶋

聡
氏

�
神
戸
経
営
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役

神
戸
健
二
氏

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
１０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１８
時

会
場

�
丸
広
百
貨
店

内
容

講
演
�
「
今
春
の
労
使
交
渉
を
め
ぐ
る
諸

情
勢
と
経
営
側
の
対
応
」

講
演
�
「
改
正
労
働
基
準
法
、
改
正
育
児

介
護
休
業
法
、
改
正
入
国
管
理
法
な
ど
直

近
の
法
改
正
と
実
務
」

講
師

�
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
・
人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
参
事

平
田

武
氏

�
弁
護
士

新

弘
江
氏

講
演
後
交
流
懇
親
会

★
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

２
月
２６
日
�
９
時
３０
分
〜
１２
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
会
議
室

内
容

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
海
外
へ
の
展
開
・
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
も
含
む
企
業
に
お
け

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
つ
い
て

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時

３
月
８
日
�
９
時
３０
分
〜
２０
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
会
議
室

内
容

安
全
管
理
�
・
�
、安
全
教
育
、危
険
性
又

は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基

づ
き
講
ず
る
処
置
等
�
・
�
、
関
係
法
令

講
師

�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

鈴
木

昭

氏

★
労
務
委
員
会

日
時

３
月
１６
日
	
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
会
議
室

内
容

講
演
�
「
事
例
か
ら
学
ぶ
、
中
小
企
業
社

員
の
や
る
気
に
つ
い
て
」

講
演
�
「
わ
が
社
の
Ｅ
Ｓ
経
営
」

講
師

�
ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー
生
命
保
険
�
営
業
戦
略

部

三
好
建
太
郎
氏
、
�
ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
�
代
表
取
締
役
会
長

横
塚
正

秋
氏

★
第
２３
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

日
時

３
月
１８
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

基
調
講
演
、
体
験
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

★
経
理
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
２４
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
会
議
室

内
容

実
務
担
当
者
が
押
さ
え
て
お
き
た
い
「
経

理
の
基
本
と
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
」
〜
経
理

の
仕
組
み
と
流
れ
を
短
時
間
で
マ
ス
タ
ー

〜

講
師



マ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
代
表

林

忠
史

氏

★
経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
３０
日
	
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
会
議
室

内
容

自
社
で
出
来
る

信
頼
で
き
る
会
社
・
危

な
い
会
社
の
見
分
け
方
と
取
引
先
管
理
の

コ
ツ
！

〜
売
上
債
権
を
確
実
に
回
収
す

る
た
め
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
〜

講
師

Ｔ
Ｃ
Ｈ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
�
代
表
取
締
役

石
川
英
文
氏

★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
２
日
�
１０
時
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０４
会
議
室

内
容

基
調
講
演
・
講
義

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
専
任
講
師

教
育

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
合
か
ほ
る
氏

埼
玉
機
器
�
代
表
取
締
役
社
長

長
沼

昭
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
シ
ョ
ー
モ
ン

代
表
取
締
役

松
澤

博
三

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
片
柳
一
〇
四
五
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
八
四
―
六
八
三
九

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
七
六
名

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
業
、
一
般
貨
物
輸

送

〈
代
表
者
変
更
〉

�
久
喜
菖
蒲
工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長

木
村

吉
男
（
旧

大
林

茂
雄
）

汎
高
圧
工
業
�

代
表
取
締
役

今
井

孝
志
（
旧

外
山

昌
幸
）

〈
住
所
変
更
〉

関
東
レ
ザ
ー
�

行
田
市
富
士
見
一
―
一
八
―
一

（
旧

久
喜
市
清
久
町
六
―
六
）

※
な
お
、
平
成
二
一
年
一
二
月
現
在
の
「
会
員
名

簿
」
が
完
成
し
、
一
二
月
中
に
会
員
各
位
に
お

送
り
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
く
わ
し

く
は
同
名
簿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。

ま
た
、
同
名
簿
記
載
事
項
に
変
更
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
事
務
局
あ
て
に
お
知
ら
せ
頂
く
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
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埼
経
協
ニ
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五
四
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０
１
０
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発
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い
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ま
市
大
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区
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木
町
一
‐七
‐五
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ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

三
国
雅
裕

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

♪埼玉音協主催

林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
平成22年2月19日（金）
18 : 00開場 18 : 30開演

▲

会場／埼玉会館 小ホール
JR線「浦和駅」西口徒歩6分

▲

会費／3,000円（一般3,500円を）（全席指定・税込）
ご存じ「笑点」大喜利メンバー！
地元埼玉県秩父市出身の今もっとも注目を浴びる噺家です！

＊お申込みは FAXにてお願いいたします。（埼玉音協 FAX：048‐641‐0924）

爆爆笑笑
ラライイ
ブブ

この印刷物は再生紙を使用しています
―２８―


